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調査の概要 

本調査では、ビスフェノール A (BPA) を対象に国際機関等の評価に関する情報及び科学

的知見 (体内動態、毒性、疫学調査等) の収集・整理を行った。科学的知見の収集・

整理に先立ち、国際機関等におけるリスク評価に資する文献の収集方法、選定基準に

ついて調査を行った上で、これまでに国内で実施された関連研究の成果も活用する形

で本調査における文献収集方針及び選定基準を設定した。設定した収集方針に従い収

集した文献を対象に選定基準に照らした評価を行い、調査事業報告項目について情報

抽出を行う 293 報を選定し、これらについて情報抽出を行った。なお、本調査では有

識者から構成される検討会を設置し、検討会においてこれらの作業を進めるととも

に、作業内容及び得られた結果について内閣府食品安全委員会事務局が主催する「ビ

スフェノールＡワーキンググループ」への報告を行い、必要な助言を得て進めた。
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調査の目的及び調査方法 

1.1. 調査の背景及び目的 

ビスフェノール A (BPA) は、電気機器等に用いられるポリカーボネートや金属の防

蝕塗装等に使用されるエポキシ樹脂の原料である。 
平成 20 年に厚生労働省から食品健康影響評価 (以下「リスク評価」という。) が要請

された器具・容器包装に係る BPA については、平成 22 年 7 月 7 日の第 13 回器具・容

器包装専門調査会において、生殖発生毒性等に関するワーキンググループから「ビスフ

ェノール A (BPA) に関する健康影響について 中間とりまとめ」(以下「中間とりまとめ」

という。) が報告された。この報告では、中間とりまとめ時点での知見からは耐容一日

摂取量 (TDI) を設定することは困難であり、今後、低用量影響に関する新たな科学的

知見が得られた時点で最終的な評価をとりまとめることとされた。 
これを受け、食品安全委員会は、平成 25 年度及び令和元年度の食品安全確保総合調

査「ビスフェノール A の食品健康影響評価に関する評価手法の調査及び情報収集・分

析」及び「食品用器具・容器包装に用いられるビスフェノール A に係る評価手法及び科

学的知見 (体内動態、毒性、ばく露量、疫学調査等) に関する調査」にて、平成 22～25
年及び平成 25～令和元年に公表された文献等を対象に調査を実施し、その結果を BPA
のリスク評価の再開に向けた基礎資料として活用しているところである。  

今般、米国医薬品庁／国立毒性研究センターは、BPA の低用量影響の検証を含むラッ

ト 2 年間慢性毒性試験 (CLARITY-BPA Program) の最終報告書を 2021 年に公表し、欧

州食品安全機関 (EFSA) 及びドイツ連邦リスク評価研究所 (BfR) は 2023 年、英国毒性

委員会 (COT) は 2024 年に評価結果を公表している。  
このように、BPA についてリスク評価の進展がみられている状況にあることから、国

際機関、各国政府機関等 (以下「国際機関等」という。) の評価手法に関する情報及び

中間とりまとめ以降に公表された低用量影響に関する科学的知見 (体内動態、毒性、疫

学調査等) を収集・整理し、BPA のリスク評価の再開に向けた基礎資料を得ることを目

的として調査を行った。  
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1.2. 調査方法 

本調査では、以下に示す（１）～（５）までの作業を実施した。 

（１） 有識者から構成される検討会の設置 
BPA の毒性学、疫学に係る有識者 14 名から構成される検討会 (以下「検討会」

という。) を設置し、検討会において、主に（２）～（４）に示した作業について進

めるための補佐を行った。有識者の選定にあたっては、内閣府食品安全委員会事務

局 (以下、「事務局」) とあらかじめ協議して決定した。 

（２） 文献の収集方法、選定基準及び分類整理方法の検討 
これまでの我が国での研究成果 (令和 2～3 年度食品健康影響評価技術研究「食

品用器具・容器包装に用いられるビスフェノール A のリスク評価に資する科学的

知見の検討に関する研究」) 及び国際機関等の評価手法を整理し、本調査におい

て文献を選定する際の基準を策定した。 

（３） 国際機関等における BPA 評価書の参照文献の収集、概要の一覧表作成 

① BPA 評価書の入手 
仕様書別添 1「情報収集にあたって参考とすべき国際機関等及びデータベース

一覧」の (1) に記載された国際機関等において BPA の評価が行われているかを

調査し、BPA 評価書を入手するとともに、参照文献の収集を行った。 

② エンドポイントと健康影響に基づく指標値 (Health-Based Guidance Value： 
HBGV) の一覧表の作成 
①で収集した国際機関等の評価書をもとにエンドポイントとHBGVの一覧表

を作成した。 

（４） 文献の収集、情報の抽出及び概要作成 

① 文献の検索式の検討及び検索 
BPA に関する文献の検索式を検討の上、文献を検索し、リスト (書誌情報 (著

者名、タイトル、DOI、雑誌名、発行年、巻数 (号数) 及び頁)、国際機関等の引

用の有無等) を整理した。 

② スクリーニング方法の検討・実施 
①において整理した文献リストのスクリーニング方法を検討の上、スクリー

ニングを行った。 

③ 文献リストへの情報の追加 
令和 2～3 年度食品健康影響評価技術研究における収集整理文献及び評価書収

載文献のうち 2019 年以降に公表された文献をリストに追加し、統合文献リスト

とした。統合文献リストについて、（２）で検討した選定基準に照らして適格性
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があると判断された疫学研究及び動物試験の原著を入手した。なお、2010 年以

降に公表された国際機関等のBPA評価書においてHBGV設定根拠となった文献

及びその候補として HBGV 設定において考慮された文献については独立した文

献リストとして別途整理した。 

④ 文献の選定 
③の文献リストの中から、（２）で検討した選定基準に沿ってリスク評価への

使用が必要とされる文献を選定した。また、検討会の有識者が必要と判断する文

献の有無を確認した。 

⑤ 調査事業報告項目の決定 
仕様書別添 2「調査事業報告項目 (案)」に基づき、情報抽出項目を検討の上、

決定した。 

⑥ 選定された文献の調査事業報告項目に沿った情報の抽出 
④により選定した文献について、⑤の調査事業報告項目の情報抽出を行った。

情報抽出結果は検討会において確認を行った。 

（５） 事務局が主催する「ビスフェノール A ワーキンググループ」への対応 
上記（１）～（４）の作業内容及び得られた結果等について、事務局が主催す

る「ビスフェノール A ワーキンググループ」で報告するとともに、事務局と連携

しながら質疑等の対応を行った。また、当該会議で出された意見について、適宜

反映した上で作業を実施した。 
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有識者から構成される検討会の設置 

調査実施期間中に 3 回の検討会を開催した。検討会では、1.2. 調査方法に記載した 
（２）～（４）について検討を行った。また、調査報告書のとりまとめにあたり、構成

及び内容について検討会にて確認の上、決定した。 

2.1. 検討会メンバー 

有識者の選定にあたっては、事務局とあらかじめ協議して決定した。座長については、

第 1 回検討会において全会一致で吉成委員に決定された。 
検討会メンバーを表 2-1 に示す。 
 

表 2-1 検討会メンバー 
氏名 所属 

小川 久美子 学校法人星薬科大学 薬学部 毒性学研究室 教授  

川口 真以子 学校法人明治大学 農学部 動物環境学研究室 教授  

熊本 隆之 奥羽大学 薬学部 准教授  

久米 利明 国立大学法人富山大学 学術研究部 薬学・和漢系 応用薬理学 教授  

黒田 悦史 学校法人兵庫医科大学 医学部 免疫学講座 主任教授  

小島 弘幸 北海道医療大学 薬学部 衛生薬学講座（環境衛生学） 教授  

佐能 正剛 公立大学法人和歌山県立医科大学 薬学部 衛生薬学研究室 准教授  

高橋 研 一般財団法人残留農薬研究所 毒性部生殖・発生毒性研究室 副部長  

本田 晶子 
国立大学法人京都大学大学院  
工学研究科 都市環境工学専攻 環境衛生学講座 助教 

増村 健一 
国立医薬品食品衛生研究所 安全性生物試験研究センター 
安全性予測評価部 部長  

道川 武紘 学校法人東邦大学 医学部 准教授  

山口 健史 
国立大学法人北海道大学 環境健康科学研究教育センター 
特任准教授  

吉川 綾 
国立研究開発法人国立成育医療研究センター エコチル調査研究部 
医師研究員  

吉成 浩一 (座長) 静岡県公立大学法人静岡県立大学 薬学部 衛生分子毒性学分野 教授  

(五十音順、敬称略) 
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2.2. 検討会での検討事項及び検討結果 

第 1 回～第 3 回検討会の検討事項及び検討結果を表 2-2 に示す。 

表 2-2 検討会の検討事項及び検討結果 
検討会 検討事項 検討結果 

第 1 回検討会 
(2025 年 8 月 25 日) 

・座長選出 
・本業務の概要 
・主要な評価書とHBGVの確認 
・文献選定基準の検討 
・文献検索、スクリーニング方

法の検討 

 座長選出 (吉成委員) 
 主要な評価書、文献選定基

準、文献検索方法、スクリー

ニング方法についての検討・

決定 

第 2 回検討会 
(2025 年 12 月 9 日) 

・文献評価結果の確認 
・情報抽出対象文献の選定 
・情報抽出項目の確認 

 文献評価結果の確認と修正箇

所の確認 
 情報抽出対象文献の決定 
 情報抽出項目の決定 

第 3 回検討会 
(2026 年 2 月 19 日) 

・情報抽出結果の確認 
・報告書の取りまとめ方針の 
確認 

 情報抽出結果の確認 
 報告書の内容と取りまとめ 

スケジュールの決定 

 

リスク評価に資する文献の収集方法、選定基準及び分類整理方法の検討 

 国際機関等における評価手法の整理を行った上で、本調査における文献の収集方

法、選定基準及び分類整理方法の検討を行った。 

3.1. 国際機関等における評価手法の整理 

国際機関等における評価手法の参考として、直近で BPA の低用量影響に着目したシ

ステマティックレビューが実施された国際機関等の評価書として EFSA (2023) 及び

BfR (2023) を選定し、評価手法の整理を行った。また、これまでの我が国での研究と

して、令和 2～3 年度食品健康影響評価技術研究「食品用器具・容器包装に用いられる

ビスフェノール A のリスク評価に資する科学的知見の検討に関する研究」についても

参照し、文献の収集方法、選定基準等を整理した。 

【参考とした評価書・資料】 
 EFSA (2023) Re-evaluation of the risks to public health related to the presence of 

bisphenol A (BPA) in foodstuffs -Annex A. Revised Bisphenol A (BPA) hazard 
assessment protocol (ハザード評価プロトコル) 

 BfR (2023) Bisphenol A: BfR proposes health based guidance value, current exposure 
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data are needed for a full risk assessment 
 食品用器具・容器包装に用いられるビスフェノール A のリスク評価に資する科

学的知見の検討に関する研究 (令和 2～3 年度) 成果報告書 
 
 以下に、参照した評価書等における評価手法、文献の収集方法、選定基準等を整理

した結果を示す。 

3.1.1. EFSA (2023) ハザード評価プロトコル 

 Re-evaluation of the risks to public health related to the presence of bisphenol A (BPA) in 
foodstuffs (EFSA (2023)) では、Annex A. Revised Bisphenol A (BPA) hazard assessment 
protocol (ハザード評価プロトコル) に従ったシステマティックレビューが行われてい

る。当該ハザード評価プロトコルの評価フローを図 3-1 に示す。本調査ではこのう

ち、「評価の目的」「文献収集方法」「文献選定方法」「信頼性評価」部分を参照し、概

要を整理した。 
 

 
図 3-1 EFSA (2023) ハザード評価プロトコルの評価フロー 

 
1) 評価目的 
 EFSA (2023) の評価目的は、EFSA (2015) で設定された BPA の暫定 TDI (t-TDI) 4 
µg/kg/日が、2012 年 12 月 31 日以降に公表された科学的証拠によっても支持されてい

るかどうかを評価することである。この評価目的に照らし、評価に含める内容、評価

エンドポイント、評価アプローチとして以下が示されている。 
【評価に含める内容】 
 ヒトの情報: あらゆる経路による BPA ばく露に関連するヒトへの有害影響 
 動物の情報: 10 mg/kg/日のカットオフ値以下の用量での経口ばく露、又はその他

のばく露経路 (皮下、腹腔内、静脈内、吸入、精巣内) (その他のばく露経路につ

いては種間のトキシコキネティクス (TK) の差を考慮した上で、経口投与量換算
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で 10 mg/kg/日のカットオフ値以下の用量で投与されたもの。ただし経皮経路に

ついてはカットオフ値を適用せず) 
 ヒト及び動物における TK の情報 

【評価対象エンドポイント】 
 EFSA (2015) と同じ以下の健康影響カテゴリーが用いられている。 

一般毒性、免疫毒性、代謝影響、神経毒性・発達神経毒性、生殖毒性・発生毒

性、心毒性、発がん性・乳腺増殖影響、遺伝毒性、TK 
【エビデンスに応じた評価アプローチ】 

 BPA ばく露に関連するヒト及び動物への影響に関する情報で参照用量や HBGV
設定に資する可能性があるエビデンスについてはシステマティックレビューを

実施する。 
 その他のエビデンス (横断研究、TK、Mode of Action (MoA) 研究等) について

は Narrative レビューを実施する。 
 

2) 文献収集方法 
【文献収集の対象期間】 
 2013 年 1 月 1 日以降の新たなエビデンスを対象に、PubMed、Web of Science Core 
Collection、Scopus、TOXNET platform の検索を実施している。データ募集で提供され

た研究データも追加している。 
【エビデンスの種類】 

検索で得られた情報のうち一次研究を評価に利用する方針としている (レビュー 
(narrative レビュー、システマティックレビューを含む)、コメント、レター、書籍、ポ

スター、学会要旨、博士論文は除外)。 
 
3) 文献選定方法 

【タイトル・要約に基づくスクリーニング】 
 タイトル・要約に基づき、(i)ヒトへのばく露、(ii) 動物へのばく露、(iii) MoA に関

連する情報かどうかを確認し、スクリーニングを実施している。タイトル・要約に基

づき判断を行えない場合は、全文に基づく適格性確認の対象に含めている。 
【全文に基づく適格性確認】 
 スクリーニングを通過した文献を対象に、全文に基づく適格性確認を実施してい

る。疫学研究、動物試験、MoA 研究のそれぞれについて、包含基準／除外基準が設定

されている (表 3-1～表 3.3)。 
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表 3-1  EFSA (2023) における疫学研究に関する文献の包含／除外基準 
項目 In (包含基準) Out (除外基準) 
研究 

デザイン 
・コホート研究 
・症例対照研究 (retrospective 及びネスト) 
・あらゆる経路の TK 試験 (narrative レビュー) 
・横断研究 (narrative レビュー) 

・動物試験 
・In vitro, in silico 研究 

対象集団 ・全ての集団、全ての年齢、男女 － 
ばく露/介入 ・全てのばく露経路 ・バイオモニタリング研究 

言語 ・英語 ・その他の言語 
時期 ・2013 年 1 月 1 日～2018 年 10 月 15 日 ・2013 年より前 

出版タイプ ・一次研究 (新たなデータを生成している研究) ・二次研究 
・専門家意見、総説、レター、博士論文 
・拡張要旨 (学会要旨等)、会議録 

表 3-2  EFSA (2023) における動物試験に関する文献の包含／除外基準 
項目 In (包含基準) Out (除外基準) 
研究 

デザイン 
・動物の in vivo 試験 (MoA を調べたもの以外) 
・TK 試験 (narrative レビュー) 

・ヒトのデータ 
・In vitro, in silico 研究 

対象集団 ・全ての哺乳動物 ・哺乳類以外の動物 
ばく露/介入 ・TK 試験: 経口、経皮、皮下、腹腔内、静脈内、吸

入、精巣内投与 (生体試料中の BPA 濃度が測定さ

れている) 
・動物試験: 経口、皮下、腹腔内、静脈内、吸入、精

巣内投与試験: 経口ばく露量換算で経口投与のカッ

トオフ値 10 mg/kg/日以下の用量が少なくとも 1 用

量設定されている (経皮投与はカットオフ用量の設

定なし) 
・全ての in vivo 遺伝毒性試験 (カットオフ用量の設

定なし) 

・対照群がない 
・ばく露経路が経口、経皮、皮下、腹腔

内、静脈内、吸入、精巣内投与以外 
・混合物 (BPA が単独で使用された群が

ある場合を除く) 

言語 ・英語 ・その他の言語 
時期 ・2013 年 1 月 1 日～2018 年 10 月 15 日* ・2013 年より前 

出版タイプ (疫学研究 (表 3-1) と同じ) (疫学研究 (表 3-1) と同じ) 
* 遺伝毒性については、2013 年 1 月 1 日～2021 年 7 月 21 日 

表 3-3  EFSA (2023) における MoA 研究に関する文献の包含／除外基準 
項目 In (包含基準) Out (除外基準) 

研究デザイン ・In vitro, in silico 研究 
・ヒト、動物の MoA に関する in vivo 研究 

・ヒトのデータや in vivo 試験で MoA を

調べたもの以外 

対象集団 ・全ての哺乳動物 ・哺乳類以外の動物試験 
ばく露/介入 ・In vitro 試験 (in vitro 遺伝毒性試験を除く) の場

合、カットオフ値 100 nM 以下の濃度が少なくと

も 1 つある 
・全ての in vitro 遺伝毒性試験 
・In vivo 試験の場合、全てのばく露経路 

・混合物 (BPA が単独で使用された群が

ある場合を除く) 
・100 nM を超える BPA のみを試験する

in vitro 試験 (in vitro 遺伝毒性試験を除

く) 
言語 ・英語 ・その他の言語 
時期 ・2013 年 1 月 1 日～2018 年 10 月 15 日* ・2013 年より前 

出版タイプ (疫学研究 (表 3-1) と同じ) (疫学研究 (表 3-1) と同じ) 
* 遺伝毒性については、2013 年 1 月 1 日～2021 年 7 月 21 日 
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4) 信頼性評価 
  信頼性評価として、internal validity 評価 (個別の文献の risk of bias 評価)、及び

external validity 評価 (特定の動物モデルとヒトの健康影響との関連性、研究対象エンド

ポイントとヒトの健康影響との関連性評価) が実施されている。本調査ではこのう

ち、internal validity 評価部分について整理した。 
疫学研究、動物試験の信頼性評価 (risk of bias 評価) の項目をそれぞれ表 3-4、表 3-5

に示す。これらは NTP ハンドブック (NTP-OHAT, 20151) の risk of bias 評価に基づ

く。なお、疫学研究については、症例対照研究、コホート研究のみが信頼性評価の対

象とされている。 
疫学研究、動物試験について、それぞれ表 3-4、表 3-5 に示す設問ごとにバイアスリ

スクの程度を Rating 後、各文献について Tier 1～3 の割り当てが行われる (表 3-6)。続

く証拠の重み付け (WoE) 評価では、最初に Tier 1 及び Tier 2 の研究を考慮し、これら

の研究結果に矛盾がみられた場合は Tier 3 の研究も考慮する方針とされていることか

ら、Tier 1 及び Tier 2 の文献がリスク評価の上で重みが高い文献として取り扱われると

考えられる。 
なお、EFSA (2023) では、リソースに限りがあることを踏まえ、表 3-4、表 3-5 の設

問のうち太字で示した設問を Tier 3 とする文献の判断に優先的に用いている。 
 

表 3-4  EFSA (2023) における疫学研究 (症例対照研究、コホート研究) の 
信頼性評価 (risk of bias 評価) 

＃ Key Q 設問 ドメイン Rating* 
1 A 研究参加者の選択では適切な対照群が設定されたか？ Selection 

(各設問の 

評価)  

2 
 

アウトカムデータは、脱落や実験単位の解析からの除外な

く、完全に報告されているか？ 
Attrition 

3 B ばく露特性は信頼できるものか？ Detection 
4 C アウトカム評価は信頼できるものか？ Detection 
5 D 研究デザイン又は解析は、重要な交絡因子及び修飾変数を

考慮しているか？ 
Confounding 

6 
 

測定されたアウトカムは全て報告されているか？ Selective reporting 
7 

 
統計手法は適切か？ その他のバイアス 

* ++: バイアスリスクは間違いなく低い; +: バイアスリスクはおそらく低い; 
-/NR: バイアスリスクはおそらく高い; --: バイアスのリスクは間違いなく高い 

太字: Tier 割り当て (表 3-6) で優先的に評価された設問 

 
  

 
1 National Toxicology Program (2015) OHAT Risk of Bias Rating Tool for Human and Animal Studies 

https://ntp.niehs.nih.gov/sites/default/files/ntp/ohat/pubs/riskofbiastool_508.pdf  

https://ntp.niehs.nih.gov/sites/default/files/ntp/ohat/pubs/riskofbiastool_508.pdf
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表 3-5  EFSA (2023) における動物試験の信頼性評価 (risk of bias 評価) 
＃ Key Q 設問 ドメイン Rating* 
1  投与量又はばく露レベルは適切にランダム化されていた

か？ 
Selection 

(各設問の 

評価) 

2  試験群への割り当ては適切に隠蔽されていたか？ Selection 
3  試験群間で実験条件は同一であるか？ Performance 
4  結果データは、脱落や解析からの除外なく完全に報告され

ているか？ 
Attrition  

5  
A 

ばく露特性は信頼できるものか？ 
(被験物質には不純物が含まれているか？) 

Detection 

6  
B 

アウトカム評価に信頼を置くことができるか？ 
(アウトカム評価者は、試験群に対して適切に盲検化され

ていたか？)  

Detection 

7 
 

測定された全ての結果が報告されたか？ Selective reporting 
8  

C 
統計手法と投与群当たりの動物数は適切か？ 
(投与群当たりの動物数は適切か？) 

その他のバイアス 

* ++: バイアスリスクは間違いなく低い; +: バイアスリスクはおそらく低い; 
-/NR: バイアスリスクはおそらく高い; --: バイアスのリスクは間違いなく高い 
太字: Tier 3 の判断 (表 3-6) で優先的に評価された設問 

 
表 3-6  risk of bias 評価の Rating に基づく Tier の割り当て 

Tier* 条件 

1 全ての Key Q が+/++、かつ、Key Q 以外で“-”は 1 つ以下、かつ、Key Q 以外で“--”なし 

2 Tier 1、Tier3 以外 

3 いずれかの Key Q で-/--、又は、いずれかの Key Q 以外で“--” 

* WoE 評価では、最初に Tier 1 及び Tier 2 の研究を考慮し、これらの研究結果に矛盾がみられた場合は

Tier 3 の研究も考慮する 
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3.1.2. BfR (2023)  

 Bisphenol A: BfR proposes health based guidance value, current exposure data are needed for 
a full risk assessment (BfR, 2023) では、EFSA による BPA 再評価 (EFSA, 2023) におい

て特定された critical endpoint の再評価を目的とし、免疫毒性、生殖能、代謝に焦点を

当てた再評価及びヒト等価用量換算を目的とした TK 評価が実施されている。一方、

疫学研究については評価対象とされていない。BfR (2023) における文献収集基準を表

3-7、信頼性評価基準を表 3-8 に示す。 
 

表 3-7 BfR (2023) における文献収集基準  
選定条件 

文献収集の対象  経口経路のデータ 

 哺乳類 (野生型/無傷動物) 

 生殖毒性については 3 用量以上の in vivo 試験 

 
表 3-8 BfR (2023) における信頼性評価基準 

レベル N 数 用量 ばく露 試験設計 試験種類 

1：高 ≧10 3 用量以上

+対照 

背景ばく露：最小限 

餌：植物性ｴｽﾄﾛｹﾞﾝ非含有 

BPA 純度、供給源判明 

ランダム化、盲検化、検証済

みの測定方法、完全な文書

化、計算値の追跡可能性、同

腹効果の調整 

in vivo 

2：中 ≧ 5 2 用量 

+対照 

背景ばく露：不明 

(結果への影響なし) 

餌：植物性ｴｽﾄﾛｹﾞﾝ含有 

上記のいずれかが不十分であ

るが、定量評価を妨げない 

in vivo 

3：低 < 5 1 用量のみ

+対照 

背景ばく露：不明 

(試験果に影響あり) 

上記のいずれかが不十分で、

定量的評価に影響 

in vivo 

in vitro 
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3.1.3. 国内の研究成果 (令和 2～3 年度研究) 

 令和 2～3 年度 食品健康影響評価技術研究「食品用器具・容器包装に用いられるビ

スフェノール A のリスク評価に資する科学的知見の検討に関する研究」では、令和元

年度調査 (BPA に関する約 280 文献の収集・整理) の調査方針を継承しつつ、BPA の

リスク評価に向けてさらにその内容を充実させることを目的とし、有用性を評価すべ

き最大約 800 文献を対象として体内動態調査、毒性評価、ばく露量評価、及び疫学調

査の 4 分野に整理している。この中で、疫学研究及び動物試験について信頼度を評価

するための統一的な基準を設定した上で、BPA のリスク評価に用いるべき信頼性の高

い文献の選抜が行われている。当該研究における文献選定基準を表 3-9 に示す。この

うち信頼性評価基準 (詳細) を表 3-10、表 3-11 に示す。 
 

表 3-9 令和 2～3 年度研究における文献選定基準  
動物試験 疫学研究 

信頼性評価

に先立つ絞

り込み* 

1)～4) に従い文献を選抜 

1) 経口投与した実験であること 

2) 一般的な動物種及び系統の無処置動物

を用いた実験であること (遺伝子改変動

物や去勢動物を用いた実験ではないこ

と) 

3) 対照群と 3 用量以上の BPA 投与群が設

定された実験であること 

4) 低用量影響や非線形用量反応関係の有

無が検討できるよう、一般的なリスク評

価において TDI 設定時に POD として採

用されている 5 mg/kg/日以下の用量 (混

餌投与または飲水投与実験にあってはそ

の近傍の用量) を含む用量設定がなされ

た実験であること 

1)～3) を信頼性評価の対象とする 

1) エンドポイントが何らかの疾患 (糖尿病,

子宮内膜症、喘息、がん等) として明確に

定義されており、信頼性を評価するに足る

と判断される文献 

2) エンドポイントが何らかの症状 (停留精

巣，流産，死産，早発性思春期等) として

明確に定義されており、信頼性を評価する

に足ると判断される文献 

3) エンドポイントが検査値 (体重、血糖

値、血圧等) ではあるものの，それらの異

常値の定義が明確であることを根拠に、信

頼性を評価するに足ると判断される文献 

4) パラメータの設定が不適切であったり，

検査値の定義が不明確であったりして、信

頼性評価に値しないと判断される文献 

※総説 (メタアナリシスを含む) や症例報

告、体内動態に関する文献は除外 

信頼性評価 研究体制、材料及び方法、並びに結果に関

して適切な評価項目と評価基準を設定 

(表 3-10) 

コホート研究と症例対照研究を対象として、

信頼性評価基準を作成 

(表 3-11) 

信頼度評価 動物実験分野の文献の評価結果から精巣重量及び卵巣への影響に関してヒトにおける評価

の必要性が示唆されたこと、及びそれらのエンドポイントのクラスターには信頼度のラン

ク付けを行うに十分な文献数が含まれていたことから、男性妊孕性、女性妊孕性の 2 つの

エンドポイントのクラスターを選択して、BPA の影響についての証拠の信頼度のランク付

けを実施 

* 動物試験では妥当性 (Relevancy) 評価、疫学研究ではエンドポイントの信頼度評価とされている 
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表 3-10 令和 2～3 年度研究における信頼性評価基準 (動物試験) 
(令和 2～3 年度食品健康影響評価技術研究「食品用器具・容器包装に用いられるビスフェノール A のリスク評価に資する科学的知見の検討に関する研究」成果報告書別添資料より抜粋) 

分類 評価項目 評価法 評価内容及び基準 備考 
EFSA の Risk of Bias 

Tool との対応 

(1) 
研究体制 

研究目的 ○/×  
リスク評価に用いることを前提にした危害分析 (Hazard identification) を目的にしたものか、メカニズム解

析等を目的としたものかの区分 (メカニズム解析のみを目的とした論文は除く) 
必須 

－ 
(Relevancy に関係) 

実験規模 1～4 

試験群の構成 (対照群/陽性対照群を含む) 及び 1 群当りの動物数は適切か 
 各群に十分な数の動物がほぼ同数割り振ら得ている：4 
 群ごとの動物数は必ずしも一定ではないが、必要な動物数は確保されている：3 
 各群にほぼ同数の動物が割り振られているものの、その数はやや少ない：2 
 各群に割り振られた動物数はまちまちで、数も少ない：1 

  
(8) Other sources of 
bias 

動物飼育環境 1～4 

動物の飼育環境は適切か 
 SPF 施設で、十分な配慮の下に均一な飼育条件が担保されている：4 
 Conventional な飼育施設で、均一な飼育条件が担保されている：3 
 一般的な飼育施設に動物を収容しているが，群間で飼育条件が異なる：2 
 動物の飼育環境に関して、必要な配慮に欠ける：1 

  
(6) Detection 
(outcome assessment) 

動物愛護 ○/× 
AAALAC International (The Association for Assessment and Accreditation of Laboratory Animal Care International)
または研究実施国が定める基準を満たしているか。 

参考情報  － 

ガイドライン

/GLP 準拠の有

無 
○/× 

標準的なガイドライン/GLP に準拠していれば、データの採取や取り扱いについて、一定の信頼を与えるこ

とができる 
参考情報 

(1) Selection 
(randamised) 等 

盲検法の採用 ○/× 
動物の観察者に投与用量を伏せて検査を実施させるべき指標 (行動検査等) について、適切な対応が取られ

ているか 
参考情報  

(2) Selection 
(concealed) 
(6) Detection 
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分類 評価項目 評価法 評価内容及び基準 備考 
EFSA の Risk of Bias 

Tool との対応 

(2) 
材料及び

方法 

BPA に関する

記載 
1～4 

基本情報 (入手先、ロット、純度、溶媒及びその濃度等) が適切に記載されているか 
 すべての情報が正しく記載されている：4 
 一部の情報が欠けるものの、必要最低限の情報は記載されている：3 
 記載が漠然としており、やや曖昧である：2 
 必要不可欠な情報が欠落している：1 

  
(5) Detection 
(exposure 
characterisa-tion) 

BPA のばく露 1～4 

適切な投与経路 (経口投与) と用量 (3 用量以上) が選定されているか 
 3 用量以上の経口投与群が適切に設定されている：4 
 投与経路や投与群数に問題はないが、用量設定が必ずしも適切でない：3 
 投与経路に問題はないが、用量群数が不足している：2 
 投与経路または用量設定が適切でない：1 

投与経路

について

は一次評

価で確認

済み 

－ 
（Relevancy に関

係） 

実験動物の選択 1～4 

実験目的に合った系統またはストックが選択されているか 
 遺伝的に均一な近交系のラットまたはマウスが使用されている：4 
 一般的なアウトブレッド・ストックのラットまたはマウスが使用されている：3 
 遺伝的にほぼ均一なラット・マウス以外の種が使用されている：2 
 遺伝的統御がなされていない実験動物を用いている：1 

  
(6) Detection 
(outcome assessment) 

動物の飼育条件 1～4 

動物の飼育条件は群間で均一か 
1 ケージ当たりの動物数は適切であり、投与または検査のストレスも制御されている：4 
1 ケージ当たりの動物数は適切だが、投与または検査時の過剰なストレスが疑われる：3 
一部の群で飼育条件または動物に与えるストレスが異なる：2 
必要な配慮に欠ける (明確な記載がなく、判断不能)：1 

  (3) Performance 

基礎飼料の成分 1～4 

基礎飼料に含まれる栄養成分に含まれる植物エストロゲンの扱いは妥当か 
 植物エストロゲン・フリーの飼料 (AIN-93G 等) を用いている：4 
 植物エストロゲン・フリーではないが、実験結果に及ぼす影響が考慮されている：3 
 一般的な基礎飼料が使用されている：2 
 用いた基礎飼料に関する記載がない：1 

  
(5) Detection 
(exposure 
characterisa-tion) 

飲料水，溶媒及

び飼育器材の管

理 
1～4 

BPA または BPA と同様の生体反応を引き起こす可能性のある物質による汚染がないか 
 適切な方法 (化学分析等) で汚染がないことを確認している：4 
 分析は実施していないが、汚染源と推測される材料の使用は避けられている：3 
 通常の飼育方法が用いられており、汚染はないと推測される：2 
 汚染の有無について判断できない、または、汚染の恐れがある：1 

  
(5) Detection 
(exposure 
characterisa- tion) 
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分類 評価項目 評価法 評価内容及び基準 備考 
EFSA の Risk of Bias 

Tool との対応 

統計学的手法 1～4 

得られたデータが適切な統計学的解析結果に基づいて科学的に評価されているか 
 すべての指標について、標本単位及び統計学的解析手法が適切と判断される：4 
 一部の指標について、標本単位または統計学的解析手法に妥当性を欠く：3 
 標本単位または統計学的手法に妥当性を欠く指標が散見される：2 
 不適切な解析が実施されている：1 

  
(8) Other sources of 
bias 

(3) 
結果 

データの取り扱

い 
1～4 

特定の動物 (例えば片性の哺育児のみ) を意図的に選抜したり除外したりしていないか 
 すべての動物を評価対象にしている：4 
 一部の動物が評価から除外されているが、合理的な理由が明記されている：3 
 特段の理由なく一部の動物が評価から除外されている：2 
 多くの検査指標について、評価対象動物が明らかでない：1 

  (4) Attrition 

観察指標及びそ

れらの取り扱い 
1～4 

科学的及び生物学的に妥当な観察指標が設定され、それらが欠落なく報告されているか 
 妥当な観察指標が設定され、それらが欠落なくすべて報告されている：4 
 妥当な観察指標が設定されているものの、結果の一部が報告されていない：3 
 すべての結果が報告されているものの、一部の指標は妥当性を欠く：2 
 観察指標に妥当性を欠く：1 

  (7) Selective reporting 

標本単位 1～4 

標本単位 (生殖・発生毒性学の分野では，通常，腹を標本単位とする) は適切か 
 すべてのデータについて、標本単位は適切である：4 
 一部のデータについて、標本単位が必ずしも適切ではない＊：3 
 不適切な標本単位が散見される：2 
 標本単位が明らかでない：1 

 (8) Other sources of 
bias 

データの表示 1～4 

定量的なデータについて、各群の平均値と標準偏差 (または標準誤差) が明示されているか 
 各群の平均値と標準偏差 (または標準誤差) が適切に表示されている：4 
 平均値は表示されているものの、誤差範囲が不明瞭である：3 
 何らかの形で測定値が示されているものの、平均値が明示されていない：2 
 一部のデータが欠落している：1 

  
－ 
(Quality に関係) 

図 (写真) 1～4 

病理組織学的検査や分子生物学的解析の結果等が、十分な品質の図として示されているか 
 すべての図の品質が十分に高い：4 
 一部に不明瞭な図が含まれるものの、データの信頼性に問題はない：3 
 品質の低い図が含まれるため、一部のデータについては信頼性に欠ける：2 
 データの信頼性を保証するために必要不可欠な図が示されていない：1 

  
－ 
(Quality に関係) 

*:胎児または哺育児に観察された所見については、各群の総出現頻度を用いた評価も可能な場合がある。 
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表 3-11 令和 2～3 年度研究における信頼性評価基準 (疫学研究) 
(令和 2～3 年度食品健康影響評価技術研究「食品用器具・容器包装に用いられるビスフェノール A のリスク評価に資する科学的知見の検討に関する研究」成果報告書別添資料より抜粋) 

分類 評価項目 評価法 
評価内容及び基準 EFSA の Risk of 

Bias Tool との対応 コホート研究 症例対照研究 

材

料

及

び

方

法 

1 集団の比較可能性 1～4 

ばく露の有無にかかわらず研究対象者の特徴は類似している

という直接的なエビデンスがある。 
1． ばく露有無が異なる集団の比較となっていない 
2． 研究対象者全体で同じ方法を用いてばく露有無の判定が

行われている 
3． ばく露の有無によらず、選択・除外基準は異ならない 
4． ばく露群間で年齢や健康状態は類似している (曝露の有

無別でベースライン特徴に統計学的な差がない) 
5． ばく露有無の測定は同時期に全て実施され、ばく露の有

無により参加・同意率は異ならない。 
1～5 の観点から 
適切である：4 
概ね適切である：3 
やや不適切である：2 
不適切である：1 

症例と対照は類似しているという直接的なエビデンス

がある 
1． 対照は症例と同じ母集団からの抽出である 
2． 症例・非症例 (対照) の判定は同じ方法を用いてな

され、症例の選択基準は対照の選択基準と矛盾しな

い 
3． 症例と対照の年齢、性別、民族などは類似している 
4． 症例と対照は同時的に研究に組み入れた 
5． 対照は研究対象疾患の既往歴を有しないことが記

述されている。 
1～5 の観点から 
適切である：4 
概ね適切である：3 
やや不適切である：2 
不適切である：1 

(1) Selection 

2 
対象者数または症

例数 
1～4 

対象者数 
10,000 以上：4 
5,000-9,999：3 
1,000-4,999：2 
1,000 未満：1 

症例数 
500 以上：4 
100-499：3 
50-99：2 
50 未満：1 

(7) Other sources of 
bias 

3 
エンドポイント脱

落による除外 
1～4 

追跡不能による対象者の除外に関して明らかな問題がない。 
1． 当該事実の有無および理由の明記あり 
2． 妥当な範囲の対象者数減少である 
3． 追跡不能理由がエンドポイントに無関係 
4． 追跡不能理由がばく露によって異ならない 
5． 追跡不能者の特徴も記述され、追跡不能により除外され

なかった対象者との違いは統計学的に有意ではない。 
1～5 の観点から 
適切である：4 
概ね適切である：3 
やや不適切である：2 
不適切である：1 

対象者 (症例及び対照) の解析からの除外がもしある場

合は、以下のような明らかな問題がない。 
1． 除外されていて理由の記載がない 
2． 除外の理由がエンドポイント定義に関連している

可能性がある。その状況として、例えば、症例と対

照で除外される者の割合が異なる。あるいは症例と

対照で除外の理由が異なる。 
1～2 の観点から 
適切である：4 
概ね適切である：3 
やや不適切である：2 
不適切である：1 

(2) Attrition 



 

17 

 

分類 評価項目 評価法 
評価内容及び基準 EFSA の Risk of 

Bias Tool との対応 コホート研究 症例対照研究 

材
料
及
び
方
法 

4 
ばく露欠測による

除外 
1～4 

除外基準が明確に述べられており、対象者がばく露欠測の理由により解析から除外される場合、その理由が明記されて

いる。ばく露欠測がある場合、対象者全体に均等に起きていると想定され、欠測のある集団の特徴が記述されている。 
明記されていて、問題ない (欠測のある変数の解析上の取り扱いも含む)：4 
一部記載がある：3 
記載がない：2 
除外方法に問題がある：1 

(3) Detection 
(exposure 
characterisation) 

5 ばく露測定方法 1～4 

全対象者に対して同一方法で同一時期にばく露の測定が実施されたことが明らかで、かつその方法は生体へのばく露評

価として確立した直接的なもの (環境中・生体試料中の化学物質の測定、例：1 年間に 3 回の 24 時間蓄尿による評価) 
であるかまたは、その方法の妥当性が、より確立した方法を参照基準として確認されている場合：4 
上記条件を満たしていない場合で、全対象者に対して同一方法で同一時期にばく露の測定が実施されたと想定される

か、多少の差異があっても、そのことにより偏った研究結果が得られていないと考えられる場合、あるいは、測定方法

が上記の確立した方法に対する妥当性が確認された間接的なばく露評価法である質問紙や作業環境測定士による作業環

境測定結果を用いている場合：3 
ばく露群と非ばく露群 (コホート研究の場合) に対し、あるいは症例と対照 (症例対照研究の場合) に対し、異なる方

法、異なった時期にばく露が測定されたと想定されるか十分な情報が記載されていない場合、測定方法は直接的なもの

であるが確立していない方法であったり、妥当性の確認が十分でない間接的なもの (職業、自己申告) の場合、あるい

はばく露測定に関する記載が十分でない場合：2 
ばく露群と非ばく露群 (コホート研究の場合) における、あるいは症例と対照 (症例対照研究の場合) におけるばく露

測定方法や時期が明らかに異なる場合やばく露測定方法の妥当性が明らかに問題の場合：1 

(3) Detection 
(exposure 
characterisation) 

6 

ばく露指標の妥当

性および対象集団

のばく露の変動範

囲 

1～4 

ばく露指標は、健康影響が想定される月や年単位でのばく露評価となっているか。研究対象となる母集団で予想される

ばく露の範囲を研究対象集団が有しているか。コホート研究においては、ばく露の個人間差が十分に検出できる対象を

選んでいるか。症例対照研究においては検出されたばく露の差が生物学的に意味のある範囲となっているか。 
例えば、小児期の精神発達をエンドポイントにした研究で、妊娠中の母の BPA ばく露と幼児期の児の BPA ばく露が関

連する仮説のもとで、妊娠中の母の BPA ばく露のみ、あるいは出生後の児の BPA ばく露のみを測定していた場合は、

「やや不適切」、両者とも測定していた場合「適切である」となる。例えば、妊婦の BPA ばく露の研究であれば、妊婦

という母集団において、研究対象集団の BPA ばく露の変動範囲が母集団と大きくことならないと想定されるか？  
適切である：4 
概ね適切である：3 
やや不適切である：2 
不適切である：1 

(1) Selection 
(3) Detection 
(exposure 
characterisation) 
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分類 評価項目 評価法 
評価内容及び基準 EFSA の Risk of 

Bias Tool との対応 コホート研究 症例対照研究 

材
料
及
び
方
法 

7 エンドポイント 2～4 

健康影響に関するエンドポイントが明確に定義されているか 
疾患：4 
症状：3 
検査異常値 (高血圧、肥満、新生児体重など定義があるもの、定義されずに用いられているものも含む)：2 (定義あり

と定義なしの境界が不明瞭) 

(4) Detection 
(outcome 
assessment) 

8 
エンドポイント測

定方法 
1～4 

1． 疾病の有無を把握する者 (自己申告の場合はその人) に対して、ばく露の有無の情報は開示されていない。 
2． 発症 (コホート研究の場合) の把握、症例と対照の把握 (症例対照研究の場合) は、確立した方法によって行われて

いる 
3． エンドポイントの測定は、ばく露の間の時間間隔がそのエンドポイントの特徴に照らし合わせて適切である。 
1～3 全てを満たしている：4 
1～3 全てを満たしてないが、そのことによる研究結果の偏りはないと想定：3 
1～3 のいずれかに問題があることが想定されるか、記載が十分でない場合：2 
1～3 のいずれかに明らかな問題がある：1 

(4) Detection 
(outcome 
assessment) 

9 交絡の制御 1～4 

1． 主要な交絡要因を標準化、マッチング、多変量解析、層化、傾向スコア分析などの適切な統計学的方法を用いて補

正している。 
2． 交絡要因の測定方法は信頼性・妥当性の高い方法によっている。 
1～2 に明らかに該当し、適切である：4 
1 と 2 に部分的に該当し、概ね適切である：3 
記載がない、やや不適切で残余交絡の可能性がある：2 
不適切である：1 

(5) Confounding 
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分類 評価項目 評価法 
評価内容及び基準 EFSA の Risk of 

Bias Tool との対応 コホート研究 症例対照研究 

材
料
及
び
方
法 

10 統計学的手法 1～4 

以下に示すような統計学的方法についての詳細が十分に説明されている。また統計学的方法の内容は適切であり、一般

的かつよく使われるものである。 
・ 元データを変換するための準備段階の分析の詳細が示されている (実施の場合) 
・ 主要な分析に用いられる変数が明示され、記述統計量が示されている 
・ 研究の主要な目的のための分析方法について十分解説されている 
・ 実際のデータが解析手法の前提条件となるデータの分布等に合致していることが示されている 
・ 多重比較のための適切な統計学的手法で実施されている 
・ 外れ値の取り扱いが示されている 
・ 片側か両側検定かが明記され、片側の場合はその使用の正当化理由が示されている 
・ αエラーの水準が示されている 
・ 統計手法の引用文献が示されている 
・ 使用した統計解析ソフトが示されている。 
・ 信頼区間や p 値が提示されている 
適切である:4 
概ね適切である:3 
やや不適切である:2 
不適切である:1 

(7) Other sources of 
bias 

結

果 
11 結果報告 1～4 

観察指標は欠落なく報告されているか、すなわち測定されるエンドポイント (最終エンドポイント、中間エンドポイン

ト) は全て方法、抄録、イントロダクションに記載され、実際に報告されている。 
 適切である:4 
 概ね適切である:3 
 やや不適切である:2 
 不適切である:1 

(6) Selective 
reporting 
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3.2. 本調査における文献選定基準の策定 

 3.1 の整理結果を踏まえ、本調査における文献選定基準を検討した。本調査の目的 
(中間取りまとめ以降に公表された低用量影響に関する科学的知見 (体内動態、毒性、

疫学調査等) を収集・整理し、ビスフェノール A ワーキンググループで実施するリス

ク評価のために有用な文献をスクリーニング・選定すること) を踏まえ、 

 文献選定対象とする分野 
 適格性評価基準 (研究タイプ別) 
 信頼性評価基準 (研究タイプ別) 

の基準を設定することとし、3.1.で整理した国際機関等における評価手法を参考に、各

項目について具体的な基準を設定した。設定した文献選定基準を表 3-12 に示す。
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表 3-12  本調査における文献選定基準  
選定基準 

文献選定対象

とする分野 

ヒト*、動物*、in vitro 試験データ (*ADME、バイオモニタリングデータを含む) 

※物化、分析、環境中運命、環境モニタリング、生態毒性データ、その他毒性に関連しないデータはスクリーニング段階で除外 

文献の種別 ・査読付きジャーナルに収載された一次研究 

※レビュー (システマティックレビュー以外)、総説、書籍、学会要旨、会議録はスクリーニング段階で除外 

関連性評価 

基準 

動物試験 疫学研究 In vitro 試験 

・哺乳動物の試験 

・経口投与試験 

・BPA 単独ばく露の試験 

・一般的な動物種及び系統の無処置動物を用いた試験 

・対照群と 3 用量以上の BPA 投与群が設定された試験 

・10 mg/kg/日以下の用量設定を含む試験 

・コホート研究又は症例対照研究 

・全ての集団、ばく露経路 

・BPA 単独ばく露の試験 

・遺伝毒性試験、MoA 研究を目的とし

た試験 

・遺伝毒性試験以外については 100 nM

以下の濃度が設定されたもの 

信頼性評価 

基準 

動物試験 疫学研究 In vitro 試験 

・リスク評価に利用可能な毒性エンドポイントが評価

されているか？ 

・1 群当りの動物数は適切か？ 

・被験物質の純度等が適切に記載されているか？ 

・BPA 又は BPA と同様の生体反応を引き起こす可能性

のある物質による汚染がないか？ (基礎飼料中の植

物エストロゲン、飲料水、溶媒、飼育器材) 

・適切な統計解析が実施されているか？ 

＜ばく露測定の信頼性＞ 

・全対象者に対して適切な時期に適切な方法で

ばく露の測定が実施されているか？ 

＜アウトカム測定の信頼性＞ 

・評価者の盲検化が行われている 

・アウトカムの測定が確立した方法によって行

われている 

・アウトカムの測定は、そのエンドポイントの

特徴に照らして適切な時期に行われている 

＜統計解析の信頼性＞ 

・適切な統計解析が実施されているか？ 

－ (本調査では関連性評価までを実施) 
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国際機関等における BPA 評価書とその参照文献の収集、情報の抽出 

4.1. BPA 評価書の入手 

本調査の仕様書別添 1「情報収集にあたって参考とすべき国際機関等及びデータベー

ス一覧」に記載された国際機関等 2 (表4-1) を対象に、BPA評価書の作成状況を確認し、

評価書を入手した。なお、本調査では 2025 年 6 月末時点で公表された評価書を収集対

象とした。 

表 4-1 調査対象とした国際機関等の評価書作成状況 
評価機関等 略称 評価書 (作成年) 
世界保健機関 WHO - 
コーデックス委員会 CAC - 
FAO/WHO 合同食品添加物専門家会議 JECFA - 
国際癌研究機関 IARC - 
欧州委員会 EC ● (2002) 
欧州食品安全機関 EFSA ● (2006, 2015, 2016, 2023)  
米国食品医薬品庁 FDA ● (2014) 
米国環境保護庁 U.S.EPA ● (1988) 
米国国家毒性プログラム NTP ● (2018)*1 
米国毒性物質疾病登録機関 ATSDR - 
米国疾病管理予防センター CDC - 
米国産業衛生専門家会議 ACGIH - 
英国食品基準庁 FSA - 
英国環境・食料・農村地域省 DEFRA - 
英国毒性委員会 COT ● (2024)*2 
仏食品環境労働衛生安全庁 ANSES ● (2013) 
ドイツ連邦リスク評価研究所 BfR ● (2023) 
カナダ保健省 Health Canada ● (2008) 
カナダ食品検査庁 CFIA - 
オーストラリア・ニュージーランド食品基準機関 FSANZ ● (2010) 
オーストラリア工業化学品導入スキーム AICIS-IMAP ● (2016) 
スウェーデン化学物質庁 KEMI ● (2012) 
韓国医薬品食品評価研究所 NIFDS ● (2025) 
一般財団法人化学物質評価研究機構 CERI ● (2005) 
独立行政法人製品評価技術基盤機構 NITE ● (2005) 
環境省 MOE ● (2004) 
厚生労働省 MHLW ●*3 
日本産業衛生学会 - - 

●: 評価書等作成;  -: 評価書等なし 
*1: CLARITY-BPA Program の試験報告書 
*2: Position Paper 
*3: ビスフェノール A の低用量影響に関する文献の概要一覧 (2012～1997) 

 
2 調査実施者において調査対象機関を一部追加 
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【表 4-1 中の評価書】 
EC (2002) Opinion of the Scientific Committee on Food on Bisphenol A. European Commission. 
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EFSA (2006) Opinion of the Scientific Panel on Food Additives, Flavourings, Processing Aids and Materials in 

Contact with Food on a request from the Commission related to 2,2-bis(4-hydroxyphenyl)propane. EFSA 
Journal, 5(1), 428. https://doi.org/10.2903/j.efsa.2007.428 

EFSA (2015) Scientific Opinion on the risks to public health related to the presence of bisphenol A (BPA) in 
foodstuffs: EFSA Journal, 13(1), 3978. https://doi.org/10.2903/j.efsa.2015.3978 

EFSA (2016) A statement on the developmental immunotoxicity of bisphenol A (BPA): answer to the question 
from the Dutch Ministry of Health, Welfare and Sport. EFSA Journal, 14(10), e04580. 
https://doi.org/10.2903/j.efsa.2016.4580 

EFSA (2023) Re-evaluation of the risks to public health related to the presence of bisphenol A (BPA) in 
foodstuffs. EFSA Journal, 21(4), e06857. https://doi.org/10.2903/j.efsa.2023.6857 

FDA (2014) Updated safety assessment of Bisphenol A (BPA) for use in food contact applications. 
https://www.fda.gov/media/90124/download 

U.S.EPA (1988) Bisphenol A (CASRN 80-05-7). Integrated Risk Information System (IRIS). 
https://iris.epa.gov/ChemicalLanding/&substance_nmbr=356 

National Toxicology Program. (2018). NTP research report on the CLARITY-BPA core study: A perinatal and 
chronic extended-dose-range study of bisphenol A in rats (Research Report 9). 
https://doi.org/10.22427/NTP-RR-9 

COT (2024) Position paper on bisphenol A. Committee on Toxicity 
https://doi.org/10.46756/sci.fsa.sjl259  

ANSES (2013) Opinion of the French Agency for Food, Environmental and Occupational Health & Safety on 
the assessment of the risks associated with bisphenol A for human health, and on toxicological data and 
data on the use of bisphenols S, F, M, B, AP, AF and BADGE (Request No. 2009-SA-0331).  

https://www.anses.fr/system/files/CHIM2009sa0331Ra-0EN.PDF 
BfR (2023) Bisphenol A: BfR proposes health based guidance value, current exposure data are needed for a full 

risk assessment (BfR Opinion No. 018/2023). https://doi.org/10.17590/20230419-114234-0 
Health Canada (2008) Health risk assessment of Bisphenol A from food packaging applications.  

https://www.canada.ca/en/health-canada/services/food-nutrition/food-safety/packaging-
materials/bisphenol/health-risk-assessment-bisphenol-food-packaging-applications.html 

FSANZ (2010) FSANZ activities in relation to bisphenol A.  
https://www.foodstandards.gov.au/sites/default/files/science-
data/surveillance/Documents/BPA%20paper%20October%202010%20FINAL.pdf 

AICIS-IMAP (2016) Phenol, 4,4'-(1-methylethylidene)bis-: Human health tier II assessment.  
https://cdnservices.industrialchemicals.gov.au/statements/IMAP_1836%20-%20IMAP%20Assessment%
20-%2001%20July%202016.pdf 

KEMI (2012) Low-dose effects of Bisphenol A - Identification of points of departure for the derivation of an 
alternative reference dose.  

https://www.kemi.se/en/publications/pms/2012/pm-8-12-low-dose-effects-of-bisphenol-a 
NIFDS (2025) 2025 비스페놀류 3종 통합위해성평가 보고서. 

https://www.nifds.go.kr/brd/m_271/view.do?seq=12574 
NITE&CERI (2005) 初期リスク評価書 Ver.1.0 No.4 : 4,4’-イソプロピリデンジフェノール (別名 ビス

フェノール A) https://www.chem-
info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/dt/pdf/CI_02_001/risk/pdf_hyoukasyo/029riskdoc.pdf 

MOE (2004) 環境リスク初期評価 https://www.env.go.jp/chemi/report/h16-01/pdf/chap01/02_2_15.pdf 
厚生労働省 (accessed June, 2025) ビスフェノール A の低用量影響に関する文献の概要一覧 (2012～

1997) https://www.mhlw.go.jp/content/001469076.pdf  
  

http://ec.europa.eu/food/fs/sc/scf/out128_en.pdf
https://doi.org/10.2903/j.efsa.2007.428
https://www.google.com/search?q=https://doi.org/10.2903/j.efsa.2015.3978
https://doi.org/10.2903/j.efsa.2016.4580
https://doi.org/10.2903/j.efsa.2023.6857
https://www.fda.gov/media/90124/download
https://iris.epa.gov/ChemicalLanding/&substance_nmbr=356
https://doi.org/10.46756/sci.fsa.sjl259
https://www.anses.fr/system/files/CHIM2009sa0331Ra-0EN.PDF
https://doi.org/10.17590/20230419-114234-0
https://www.canada.ca/en/health-canada/services/food-nutrition/food-safety/packaging-materials/bisphenol/health-risk-assessment-bisphenol-food-packaging-applications.html
https://www.canada.ca/en/health-canada/services/food-nutrition/food-safety/packaging-materials/bisphenol/health-risk-assessment-bisphenol-food-packaging-applications.html
https://www.foodstandards.gov.au/sites/default/files/science-data/surveillance/Documents/BPA%20paper%20October%202010%20FINAL.pdf
https://www.foodstandards.gov.au/sites/default/files/science-data/surveillance/Documents/BPA%20paper%20October%202010%20FINAL.pdf
https://cdnservices.industrialchemicals.gov.au/statements/IMAP_1836%20-%20IMAP%20Assessment%20-%2001%20July%202016.pdf
https://cdnservices.industrialchemicals.gov.au/statements/IMAP_1836%20-%20IMAP%20Assessment%20-%2001%20July%202016.pdf
https://www.kemi.se/en/publications/pms/2012/pm-8-12-low-dose-effects-of-bisphenol-a
https://www.nifds.go.kr/brd/m_271/view.do?seq=12574
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/dt/pdf/CI_02_001/risk/pdf_hyoukasyo/029riskdoc.pdf
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/dt/pdf/CI_02_001/risk/pdf_hyoukasyo/029riskdoc.pdf
https://www.env.go.jp/chemi/report/h16-01/pdf/chap01/02_2_15.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001469076.pdf
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4.2. エンドポイント及び HBGV 一覧表及びその根拠文献 

 4.1.で収集した国際機関等の BPA 評価書をもとにエンドポイントと HBGV の一覧表

を作成した (表 4-2)。なお、2010 年以降に公表された国際機関等の BPA 評価書におい

て HBGV 設定根拠となった文献及びその候補として HBGV 設定において考慮された文

献について、別添-1 評価書 HBGV 設定根拠文献リストとして整理した。 
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表 4-2 国際機関等の BPA 評価書におけるエンドポイントと HBGV 等 
評価機関 評価書名 発行年 POD 不確実係数 HBGV 等 

U.S.EPA Integrated Risk Information System (IRIS) 1988 ラット 103 週間試験 (NTP, 1982) で体重減少 

LOAEL = 50 mg/kg/日 
UF = 1000 RfD = 5 x 10-2 mg/kg/日 

EC Final opinion of the Scientific Committee on 

Food on Bisphenol A 

2002 ラット三世代生殖毒性試験 (Tyl et al., 2000 (unpublished)) 

NOAEL = 5 mg/kg/日 
UF = 500 TDI = 0.01 mg/kg/日 

環境省 環境リスク初期評価 2004 ラット三世代生殖毒性試験 (Tyl et al., 2002)  

親動物の体重増加抑制、肝臓・腎臓重量の減少に基づく  

NOAEL = 5 mg/kg/日 

(試験期間が短いことから 10 で除し 0.5 mg/kg/日) 

- 

(MOE によるリ

スク判定) 

(補正 NOAEL: 0.5 mg/kg/日) 

NITE 初期リスク評価書 2005 ラット三世代生殖毒性試験 (Tyl et al., 2002)  

親動物の体重増加抑制、肝臓・腎臓重量の減少に基づく 

NOAEL = 5 mg/kg/日 

- 

(MOE によるリ

スク判定) 

(NOAEL: 5 mg/kg/日) 

EFSA Opinion of the Scientific Panel on Food 

Additives, Flavourings, Processing Aids and 

Materials in Contact with Food on a request 

from the Commission related to 2,2-bis(4-

hydroxyphenyl)propane (Bisphenol A) 

2006 マウス二世代生殖毒性試験 (Tyl et al., 2006)  

NOAEL = 5 mg/kg/日 

ラット三世代生殖毒性試験 (Tyl et al., 2002)  

NOAEL = 5 mg/kg/日 

UF＝100 TDI = 0.05 mg/kg/日 

Health 

Canada 

Health Risk Assessment of Bisphenol A from 

Food Packaging Applications 

2008 (1996 年の評価から変更なし) 

ラット 90 日間試験の NOEL = 25 mg/kg/日 

UF＝1000 (1996 年の評価から変更なし) 

暫定 TDI = 25 µg/kg/日 

FSANZ FSANZ activities in relation to bisphenol A 2010 (複数の国際機関によって評価された TDI に同意) － TDI= 0.05 mg/kg/日 

KEMI Low-dose effects of Bisphenol A – 

identification of points of departure for the 

derivation of an alternative reference dose 

2012 NOAEL 又は LOAEL を特定するための主要研究として十分

に信頼できると考えられる単一の研究はなく、データを全体

として検討。最も信頼性が高く関連性が高いと考えられる複

数の研究から、各影響の種類ごとに複数の NOAEL 又は

LOAEL を特定 

【児動物への間接ばく露】 

NOAEL の範囲: 2～50 µg/kg/day 

LOAEL の範囲: 50～500 µg/kg/day 

－ 【児動物への間接曝露】 

参照用量: 0.01～0.8 µg/kg/day 

【児動物への直接曝露】 

参照用量: 0.023～1.83 

µg/kg/day 
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評価機関 評価書名 発行年 POD 不確実係数 HBGV 等 

【児動物への直接ばく露】 

NOAEL の範囲：100～320 µg/kg/day 

LOAEL の範囲：40～3200 µg/kg/day 

(Wei et al., 2011; Viberg et al., 2011; Xu et al., 2011; Xu et al., 

2010; Ryan and Vandenbergh, 2006; Carr et al., 2003; Betancourt 

et al., 2010; Jenkins et al., 2009; Tharp et al., 2012; Somm et al., 

2009)  

ANSES OPINION of the French Agency for Food, 

Environmental and Occupational Health & 

Safety on the assessment of the risks associated 

with bisphenol A for human health, and on 

toxicological data and data on the use of 

bisphenols S, F, M, B, AP, AF and BADGE 

2013 脳、行動への影響 (Xu et al., 2010): NOAEL = 50 µg/kg/日 

雌性生殖系への影響 (Rubin et al., 2001): NOAEL = 100 µg/kg/

日 

代謝、肥満への影響 (Miyawaki et al., 2007):  

LOAEL = 260 µg/kg/日, NOAEL = 87 µg/kg/日 

乳腺への影響 (Moral et al., 2008): NOAEL = 25 µg/kg/日 

NOAEL に対し

て 300 

(種差: 10、個体

差: 10、重篤度: 

3) 

LOAEL に対し

て 900 

(種差: 10、個体

差: 10、重篤度: 

3、LOAEL→
NOAEL: 3) 

Internal TV 

脳、行動: 0.005 µg/kg/日 

雌性生殖系: 0.01 µg/kg/日 

代謝、肥満: 0.009 µg/kg/日 

乳腺: 0.0025 µg/kg/日 

FDA 2014 Updated safety assessment of Bisphenol 

A (BPA) for use in food contact applications. 

2014 (2008 年の評価から変更なし) 

マウス二世代生殖毒性試験 (Tyl et al., 2008) の NOAEL = 5 

mg/kg/日 

ラット三世代生殖毒性試験 (Tyl et al., 2002) の NOAEL = 5 

mg/kg/日 

－ 

(MOE によるリ

スク判定) 

(2008 年の評価から変更なし) 

(NOAEL: 5 mg/kg/日) 

(参考 ADI: 5 µg/kg/日) 

EFSA Scientific Opinion on the risks to public health 

related to the presence of bisphenol A (BPA) in 

foodstuffs: Executive summary 

2015 マウス二世代生殖毒性試験 (Tyl et al., 2008) 

腎臓の平均相対重量の変化に基づく 

BMDL10 = 8,960 µg/kg/日 

HED に換算：HED = 609 µg/kg/日 

UF = 150 

(種間差、種内

差、及び乳腺、

生殖、神経行

動、免疫、代謝

t-TDI = 4 µg/kg/日 
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評価機関 評価書名 発行年 POD 不確実係数 HBGV 等 

系への影響の懸

念) 

EFSA Re-evaluation of the risks to public health 

related to the presence of bisphenol A (BPA) in 

foodstuffs 

2023 マウス出生児での Th17 細胞の増加 (Luo et al., 2016) 

Th17 細胞の割合が 40%増加するベンチマークドーズの信頼

区間の下限値 (BMDL40) から算出したヒト等価用量 

(HED) = 8.2 ng/kg/日 

UF = 50 

(種間 TD 差: 

2.5、種内

TD&TK 差: 10、

不確実性分析に

基づく追加の

UF: 2) 

TDI = 0.2 ng/kg/日 

BfR Bisphenol A: BfR proposes health based 

guidance value, current exposure data are 

needed for a full risk assessment 

2023 ラット反復投与毒性試験 

精子数減少 (Liu et al., 2013) に基づく 

BMDL10 = 26 µg/kg/日 

(Liu et al., 2013) 

精子数減少 (Srivastava and Gupta, 2018) に基づく 

NOAEL = 50 µg/kg/日 

TK データの分

布を利用した確

率的不確実性評

価 

TDI = 0.2 µg/kg/日 

COT Position paper on bisphenol A 2024 (BfR の評価に同意) － (BfR の評価に同意) 

(TDI = 0.2 µg/kg/日) 

NIFDS 비스페놀류 ３종 통합워해성평가 

(ビスフェノール類３種の統合リスク評価) 

2025 ラット 2 年間試験 (NTP, 2018) でみられた子宮のアポトーシ

ス増加、膣上皮過形成等の BMDL10 = 1.53 ~ 6.56 mg/kg/日 

UF = 100 

(種間差 10、種

内差 10) 

TDI = 15 ~ 65 µg/kg/日 

(現行の TDI = 20 µg/kg/日を

維持) 

 

【表 4-2 中の引用文献】 
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文献の収集、情報の抽出及び概要作成 

5.1. 文献検索式及び検索対象データベース 

 BPA に関する文献の検索式、検索対象期間を検討の上、文献を検索し、リスト (書誌

情報 (著者名、タイトル、DOI、雑誌名、発行年、巻数 (号数) 及び頁)) に整理した。 

【検索対象データベース】 
検索対象とするデータベースは、仕様書別添 1「情報収集にあたって参考とすべき国

際機関等及びデータベース一覧」の (2) を参考とし、検討会において検討の上、PubMed、
Web of Science Core Collection (WoSCC)、J-STAGE 及び医学中央雑誌 (医中誌 Web) とし

た。検索対象期間については、2019 年 6 月 1 日 (～文献検索日まで) とした (表 5-1)。 
 

【文献検索式】 
文献検索式について、PubMedもWoSCCも文献検索キーワードは、「公表文献の収集、

選択等のためのガイドライン」(令和 3 年 9 月 22 日 農業資材審議会農薬分科会決定)(令和

5 年 7 月 27 日改正版) に記載されたキーワードを参考に検討した。また、WoSCC の文献

絞り込み条件については EFSA により作成された調査対象物質に関する評価書 (Annex 
A. Revised Bisphenol A (BPA) hazard assessment protocol (EFSA, 2023)) に記載された絞り

込み条件を参考に検討した。J-STAGE、医中誌 Web の文献検索キーワードは調査対象物

質の一般名、代表的な略称とした (表 5-1)。 
 

5.2. 文献検索とスクリーニング 

文献検索に用いた各文献データベースの検索式、検索条件等を表 5-1 に示す。文献検

索の結果、PubMed について 8,109 件、WoSCC について 8,686 件、J-STAGE について 812
件、医中誌 Web について 71 件の文献がヒットした。 
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表 5-1 PubMed 検索の検索式、検索条件等 
(検索日: 2025/8/28; 検索期間: 2019/06/01～2025/8/28) 

文献 
データベース 

検索式 
検索結果 

(件)* 

PubMed ((bisphenol A) OR (BPA) OR (80-05-7) OR (201-245-8)) AND ((mortality) OR 
(skin irritation) OR (eye irritation) OR (sensitization) OR (allergy) OR 
(hypersensitivity) OR (metabolism) OR (distribution) OR (absorption) OR 
(excretion) OR (kinetic) OR (PK) OR (TK) OR (cytochrome) OR (enzyme) OR 
(mutagen) OR (DNA) OR (genotoxicity) OR (carcinogen) OR (cancer) OR 
(tumor) OR (oncology) OR (immune) OR (neurotoxicity) OR (endocrine 
disruption) OR (endocrine disruptors) OR (hormone) OR (development) OR 
(developmental toxicity) OR (reproduction) OR (malformation) OR (maternal 
toxicity) OR (pregnancy) OR (embryo) OR (fetus) OR (offspring) OR (dermal) 
OR (epidermal) OR (exposure) OR (operator) OR (worker) OR (occupant) OR 
(biomonitoring) OR (medical) OR (poison) OR (apoptosis) OR (necrosis) OR 
(cytotoxic) OR (cohort) OR (epidemiology) OR (adverse effect) OR (case 
control)) 

8,109 

WoSCC (TS=(bisphenol A) OR TS=(BPA) OR TS=(80-05-7) OR TS=(201-245-8)) AND 
((TI=(mortality) OR TI=(skin irritation) OR TI=(eye irritation) OR 
TI=(sensitization) OR TI=(Allergy) OR TI=(hypersensitivity) OR 
TI=(metabolism) OR TI=(distribution) OR TI=(absorption) OR TI=(excretion) 
OR TI=(kinetic) OR TI=(PK) OR TI=(TK) OR TI=(cytochrome) OR 
TI=(enzyme) OR TI=(mutagen) OR TI=(DNA) OR TI=(genotoxicity) OR 
TI=(carcinogen) OR TI=(cancer) OR TI=(tumor) OR TI=(oncology) OR 
TI=(immune) OR TI=(neurotoxicity) OR TI=(endocrine disruption) OR 
TI=(endocrine disruptors) OR TI=(hormone) OR TI=(development) OR 
TI=(developmental toxicity) OR TI=(reproduction) OR TI=(malformation) OR 
TI=(maternal toxicity) OR TI=(pregnancy) OR TI=(embryo) OR TI=(fetus) OR 
TI=(offspring) OR TI=(dermal) OR TI=(epidermal) OR TI=(exposure) OR 
TI=(operator) OR TI=(worker) OR TI=(occupant) OR TI=(biomonitoring) OR 
TI=(medical) OR TI=(poison) OR TI=(apoptosis) OR TI=(necrosis) OR 
TI=(cytotoxic) OR TI=(cohort) OR TI=(epidemiology) OR TI=(adverse effect) 
OR TI=(case control)) OR (AB=(mortality) OR AB=(skin irritation) OR AB=(eye 
irritation) OR AB=(sensitization) OR AB=(Allergy) OR AB=(hypersensitivity) 
OR AB=(metabolism) OR AB=(distribution) OR AB=(absorption) OR 
AB=(excretion) OR AB=(kinetic) OR AB=(PK) OR AB=(TK) OR 
AB=(cytochrome) OR AB=(enzyme) OR AB=(mutagen) OR AB=(DNA) OR 
AB=(genotoxicity) OR AB=(carcinogen) OR AB=(cancer) OR AB=(tumor) OR 
AB=(oncology) OR AB=(immune) OR AB=(neurotoxicity) OR AB=(endocrine 
disruption) OR AB=(endocrine disruptors) OR AB=(hormone) OR 

8,686 
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文献 
データベース 

検索式 
検索結果 

(件)* 

AB=(development) OR AB=(developmental toxicity) OR AB=(reproduction) OR 
AB=(malformation) OR AB=(maternal toxicity) OR AB=(pregnancy) OR 
AB=(embryo) OR AB=(fetus) OR AB=(offspring) OR AB=(dermal) OR 
AB=(epidermal) OR AB=(exposure) OR AB=(operator) OR AB=(worker) OR 
AB=(occupant) OR AB=(biomonitoring) OR AB=(medical) OR AB=(poison) OR 
AB=(apoptosis) OR AB=(necrosis) OR AB=(cytotoxic) OR AB=(cohort) OR 
AB=(epidemiology) OR AB=(adverse effect) OR AB=(case control)) OR 
(AK=(mortality) OR AK=(skin irritation) OR AK=(eye irritation) OR 
AK=(sensitization) OR AK=(Allergy) OR AK=(hypersensitivity) OR 
AK=(metabolism) OR AK=(distribution) OR AK=(absorption) OR 
AK=(excretion) OR AK=(kinetic) OR AK=(PK) OR AK=(TK) OR 
AK=(cytochrome) OR AK=(enzyme) OR AK=(mutagen) OR AK=(DNA) OR 
AK=(genotoxicity) OR AK=(carcinogen) OR AK=(cancer) OR AK=(tumor) OR 
AK=(oncology) OR AK=(immune) OR AK=(neurotoxicity) OR AK=(endocrine 
disruption) OR AK=(endocrine disruptors) OR AK=(hormone) OR 
AK=(development) OR AK=(developmental toxicity) OR AK=(reproduction) OR 
AK=(malformation) OR AK=(maternal toxicity) OR AK=(pregnancy) OR 
AK=(embryo) OR AK=(fetus) OR AK=(offspring) OR AK=(dermal) OR 
AK=(epidermal) OR AK=(exposure) OR AK=(operator) OR AK=(worker) OR 
AK=(occupant) OR AK=(biomonitoring) OR AK=(medical) OR AK=(poison) 
OR AK=(apoptosis) OR AK=(necrosis) OR AK=(cytotoxic) OR AK=(cohort) OR 
AK=(epidemiology) OR AK=(adverse effect) OR AK=(case control))) and Article 
or Review Article or Early Access or Proceeding Paper or Correction or Retracted 
Publication or Data Paper or Retraction or Expression Of Concern (Document 
Types) and Zoology or Veterinary Sciences or Urology Nephrology or Toxicology 
or Surgery or Social Sciences Biomedical or Respiratory System or Reproductive 
Biology or Public Environmental Occupational Health or Psychology 
Developmental or Psychology Biological or Plant Sciences or Physiology or 
Pharmacology Pharmacy or Peripheral Vascular Disease or Pediatrics or 
Pathology or Orthopedics or Ophthalmology or Oncology or Obstetrics 
Gynecology or Nutrition Dietetics or Neurosciences or Microscopy or 
Microbiology or Medicine Research Experimental or Medicine General Internal 
or Medical Laboratory Technology or Mathematical Computational Biology or 
Integrative Complementary Medicine or Infectious Diseases or Immunology or 
Hematology or Health Care Sciences Services or Health Policy Services or 
Genetics Heredity or Gastroenterology Hepatology or Food Science Technology 
or Environmental Studies or Environmental Sciences or Engineering Biomedical 
or Endocrinology Metabolism or Developmental Biology or Dermatology or 
Clinical Neurology or Chemistry Medicinal or Chemistry Applied or Cell Biology 
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文献 
データベース 

検索式 
検索結果 

(件)* 

or Cardiac Cardiovascular Systems or Biotechnology Applied Microbiology or 
Biophysics or Biology or Biochemistry Molecular Biology or Biochemical 
Research Methods or Andrology or Anatomy Morphology or Allergy or 
Agriculture Dairy Animal Science (Web of Science Categories) 
Editions: WOS.SCI,WOS.SSCI,WOS.ESCI,WOS.CCR,WOS.IC 

J-STAGE "ビスフェノール A" OR "bisphenol A" OR "BPA" OR "80-05-7" OR "201-245-
8" 

812 

医中誌 Web (("Bisphenol A"/TH or ビスフェノール A/AL)) and (DT=2019:2025 PT=原著

論文,会議録除く) 
71 

* 検索件数は文献データベース間の重複を含む数 

 

 文献検索でヒットした文献について、文献データベース間の重複除外を行った上で、

表 5-2に示すスクリーニング基準に従いタイトルと要旨に基づくスクリーニングを行っ

た。この結果、文献数は 2,416 報に絞られた。 

 

表 5-2 文献のスクリーニング基準 
文献 DB スクリーニング基準 

採用基準 除外基準 
PubMed 

WoSCC 

-  総説、レビュー (メタアナリシス以外)、ガイダンス文書、書籍 

 学会要旨、ポスター、会議録 

 生態系への影響、ヒト健康影響と関連のない生態学的種の研究 

 バイオレメディエーション、化学的又は物理的処理 (廃水処理技

術及び浄化又は汚染された水と土壌の方法の評価を含む) 

 製造と使用に関する研究 

 環境/食品モニタリング・実態調査 

 特定の製品 (成形品) からの溶出・移行 

 構造解析や分析法開発に関する研究 

 調査対象物質に特化していない研究 

J-STAGE 査読付きジ

ャーナル 

 総説、レビュー (メタアナリシス以外) 

 基礎工学系、工学系分野 

医中誌 Web 原著論文  総説、レビュー (メタアナリシス以外) 
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5.3. 文献リストの作成と文献の選定 

5.3.1. 文献リストの作成 

 5.2.においてスクリーニングを通過した 2,416 報に加えて、令和 2～3 年度食品健康影

響評価技術研究における収集整理文献 (疫学 423 報、動物試験 147 報 (両分野に含まれ

る重複文献を除いた合計数 562 報))、及び 2019 年以降に公表された BPA 評価書として

EFSA (2023)、BfR (2023)、NIFDS (2025) に収載された文献のうち、2019 年以降に公表

された文献 (毒性に関連する文献のうち表 5-2のスクリーニング基準を満たす 90報) を
統合した。4.2.で整理した国際機関等の BPA 評価書のうち 2010 年以降に公表された評

価書において HBGV 設定根拠となった文献及びその候補として HBGV 設定において考

慮された文献 53 報 (別添-1 評価書 HBGV 設定根拠文献リスト) は別途リストとして

整理した。この結果、統合文献リストとして 3,034 報の文献リストが得られた (「別添

-2 統合文献リスト」)。 

5.3.2. 文献の選定 

 統合文献リスト (3,034 報) を対象に、3.2.で決定した文献選定基準 (適格性評価基準、

信頼性評価基準) に従い、検討会メンバーによる文献選定を行った。作業フローを図 5-
1 に示す。 

 

図 5-1 文献選定作業フロー 
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検討委員による文献選定の担当分野を表 5-3 に示す。また、信頼性評価結果に基づき

表 5-4 に示す文献ランクの付与を行った。なお、信頼性評価の段階で、その他に追加す

べき文献等の有無について検討会委員への確認を行った。 
 

【適格性評価】 
適格基準 (表 3-12 中「適格性基準」参照) に基づく適格性評価を行った。まず、調査

事業者によりタイトル及び要旨の情報に基づき可能な範囲での確認を行った上で、明ら

かに適格性基準不適合と判断されるもの以外について、検討委員が信頼性評価の段階で

原著情報に基づき適格性を確認する形で実施した。タイトル及び要旨に記載された情報

から適格性基準不適合と判断された文献及び in vitro 試験を除いた結果、信頼性評価対

象文献として 1,012 報 (疫学研究 716 報、動物試験 299 報 (両分野で重複する文献 3 報

を含む)) が選定された。これらの原著を入手し 3、全文を対象とした信頼性評価へ進め

た。 
 

【信頼性評価、文献ランクの付与】 
 信頼性評価対象となった 1,012 報を対象に、信頼性基準 (表 3-12 中「信頼性基準」

参照) に基づく信頼性評価を行った。信頼性評価は原著に基づき検討委員が実施し

た。疫学研究については、ばく露測定、アウトカム測定、統計解析の信頼性について

評価を行い、特にばく露測定においては、生体試料中の BPA 測定がある程度正確に行

われていることを確認した。動物試験については、リスク評価に利用可能な毒性エン

ドポイントかどうかに加え、1 群あたりの動物数、被験物質純度、BPA 又は BPA と同

様の生体反応を引き起こす可能性のある物質による汚染の有無 (基礎飼料中の植物エ

ストロゲン、飲料水、溶媒、飼育器材)、統計解析手法が適切かの観点で評価を行っ

た。さらに、検討委員により信頼性評価結果に基づく文献ランクの付与を行った。 
検討会メンバーにより付与された文献ランク別の文献数を表 5-5 に示す。また、適

合性評価、信頼性評価の詳細と各文献の文献ランクを「別添-3 文献評価結果」に示

す。文献ランク 1 となった文献は疫学分野で 372 報、動物分野で 123 報となった。 
 
  

 
3 動物試験の文献のうち入手不可の文献が 1 報あった 
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表 5-3 文献選定の担当分野 
分野 担当 

疫学研究 
生殖発生毒性、代謝 
メタアナリシス 

山口委員 
吉川委員 

上記以外 道川委員 

動物試験 

生殖発生毒性 
川口委員 
熊本委員 
高橋委員 

神経、発達神経毒性 久米委員 

免疫毒性 黒田委員 
本田委員 

内分泌関連 小島委員 
代謝 吉成委員 
一般毒性、発がん性 小川委員 
遺伝毒性 増村委員 
ADME、メカニズム 佐能委員 

 
表 5-4 文献ランク 

文献ランク 
文献ランク 1 BPA のリスク評価への使用が有用と考えられる文献 
文献ランク 2 BPA のリスク評価の上で有用性が低いと考えられる文献 
文献ランク 3 何らかの理由で判断できない文献 

 

表 5-5 文献評価結果 
文献ランク 疫学研究 動物試験 

文献ランク 1 BPA のリスク評価への使用が有用と考えら

れる文献 372 123 

文献ランク 2 BPA のリスク評価の上で有用性が低いと考

えられる文献 168 62 

文献ランク 3 何らかの理由で判断できない文献 11 9 

適格性基準不適合* 165 105 

* 調査実施者がタイトル、要旨に基づき実施した適格性評価の後、検討委員による原著に基づく確認を行

った結果、適格性基準不適合と判断された文献が含まれた 
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5.4. 調査事業報告項目の情報抽出 

 5.3.の文献選定結果に基づき、疫学研究で文献ランク 1 となった 372 報のうち生殖発

生毒性及び免疫毒性に関連する 170 報、及び動物試験で文献ランク 1 となった 123 報

を調査事業報告項目の情報抽出対象文献とした。 

 抽出すべき情報の項目は、第 2 回検討会において疫学研究と動物試験それぞれについ

て検討のうえ決定し、情報抽出結果は第 3 回検討会において確認した。各分野の情報抽

出項目を表 5-6 に示す。また、情報抽出結果を「別添-4 調査事業報告項目の情報抽出

結果」に示す。 
 

表 5-6 情報抽出項目 
分野 情報抽出項目 

疫学研究 
エンドポイント、研究デザイン・プロジェクト名、対象集団、ばく露形

態、調査時期、バイオマーカー、BPA 濃度、アウトカム、交絡因子、結

果・結論、引用評価機関 

動物試験 

エンドポイント、動物種、投与経路、投与期間、被験物質 (単体・混合

物)、純度、投与量、結果、引用評価機関、用量反応関係有無、非単調用

量反応有無 
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事務局が主催する「ビスフェノール A ワーキンググループ」への対応 

上記 3．～5．の作業内容及び得られた結果等について、事務局が主催する「ビスフ

ェノール A ワーキンググループ」(第 2 回～第 4 回) での報告と質疑等の対応を行っ

た。各回の検討事項、主な指摘とその対応等を表 6-1 に示す。 

 

表 6-1 ビスフェノール A ワーキンググループにおける報告事項、主な指摘とその対応等 

ビスフェノール A 
ワーキンググループ 

報告事項 主な指摘とその対応等 

第 2 回 
(2025 年 9 月 11 日) 

・本調査事業 (概要) の説明 
・本調査事業における調査方針の

報告 
- 文献整理方針 
- 文献選定基準 
- 文献検索・スクリーニング

方法 

 文献検索方針 
システマティックレビューのうち

メタ解析を行ったものは検索対象

とする方針に変更 
 用語 

文献選定基準のうち「関連性評

価」としていた箇所について、

「適格性評価」に変更 
第 3 回 
(2025 年 12 月 25 日) 

・文献評価結果の報告 
・情報抽出対象文献の報告 

 文献評価 (信頼性評価) の条件につ

いて報告書で丁寧に整理すること

とする 
 文献ランクの取扱い 

調査事業の文献ランクは参考であ

り、ワーキンググループでは必要

に応じて改めて文献評価を行う 
第 4 回 
(2026 年 3 月 19 日) 

・本調査事業の調査結果報告  指摘事項なし 
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まとめ 

 本調査において、BPAを対象に国際機関等の評価に関する情報及び科学的知見 (体内動態、

毒性、疫学調査等) の収集・整理を行った。科学的知見の収集・整理に先立ち、国際機関等に

おけるリスク評価に資する文献の収集方法、選定基準について調査を行った上で、これまで

に国内で実施された関連研究の成果も活用する形で本調査における文献収集方針及び選定基

準を設定した。 

 リスク評価に資する文献の収集方法、選定基準についての調査では、直近でBPAの低用量

影響に着目したシステマティックレビューが実施された国際機関等の評価書としてEFSA 
(2023) 及びBfR (2023)、これまでの我が国での研究として令和2～3年度研究における文献の

収集方法、選定基準等の整理を行い、本調査における文献の収集方法、選定基準等を決定し

た。 

科学的知見の収集・整理では、文献検索により得られた文献に加え、令和2～3年度食品健

康影響評価技術研究における収集整理文献、及び2019年以降に公表された評価書収載文献の

うち2019年以降に公表された文献をリストに追加し、統合文献リスト (3,034報) とした。な

お、2010年以降に公表された国際機関等のBPA評価書においてHBGV設定根拠となった文献及

びその候補としてHBGV設定において考慮された文献 (53報) は、評価書HBGV設定根拠文献

リストとして別途整理した。統合文献リスト (3,034報) を対象に、文献選定基準に従った文

献選定を行った結果に基づき、最終的に調査事業報告項目について情報抽出を行う文献とし

て疫学研究170報、動物試験123報の計293報を選定し、これらについて情報抽出を行った。 

なお、本調査では有識者から構成される検討会を設置し、検討会においてこれらの作業を

進めるとともに、作業内容及び得られた結果について内閣府食品安全委員会事務局が主催す

る「ビスフェノールＡワーキンググループ」への報告を行い、必要な助言を得て進めた。本

調査によりBPAのリスク評価の再開に向けた基礎資料を整理することができた。 
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略語一覧 

ACGIH 米国産業衛生専門家会議 

ADI 許容一日摂取量 

ADME 吸収、分布、代謝、排泄 

AICIS-IMAP オーストラリア工業化学品導入スキーム 

ANSES 仏食品環境労働衛生安全庁 

ATSDR 米国毒性物質疾病登録機関 

BfR ドイツ連邦リスク評価研究所 

BMDL ベンチマークドーズの信頼下限値 

BPA ビスフェノール A 

CAC コーデックス委員会 

CDC 米国疾病管理予防センター 

CERI 一般財団法人化学物質評価研究機構 

CFIA カナダ食品検査庁 

COT 英国毒性委員会 

DB データベース 

DEFRA 英国環境・食料・農村地域省 

EC 欧州委員会 

EFSA 欧州食品安全機関 

FDA 米国食品医薬品庁 

FSA 英国食品基準庁 

FSANZ オーストラリア・ニュージーランド食品基準機関 

HBGV 健康影響に基づく指標値 

HED ヒト等価用量 

Health Canada カナダ保健省 

IARC 国際癌研究機関 

JECFA FAO/WHO 合同食品添加物専門家会議 

KEMI スウェーデン化学物質庁 

LOAEL 最小毒性量 

MHLW 厚生労働省 

MoA 作用機序 

MOE 環境省 

NIFDS 韓国医薬品食品評価研究所 

NITE 独立行政法人製品評価技術基盤機構 
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NOAEL 無毒性量 

NTP 米国国家毒性プログラム 

POD Point of Departure 

RfD 参照用量 

TDI 耐容一日摂取量 

t-TDI 暫定耐容一日摂取量 

TK トキシコキネティクス (毒物動態学) 

U.S.EPA 米国環境保護庁 

UF 不確実係数 

WHO 世界保健機関 

WoE 証拠の重み付け 

WoSCC Web of Science Core Collection 
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Beesoon S, Bamforth F, Li 
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Maternal Exposure to Bisphenol-A 
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Referent Study 

2013 International Journal of 
Environmental Research 
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2615 生殖 (流早

産) 
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KK, Mukherjee B, 
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2015 Environmental Health 
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2630 免疫毒性 Gascon M, Casas M, 
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Ballesteros-Gómez A, 
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Martínez D, Sunyer J, 
Vrijheid M.  

Prenatal exposure to bisphenol A and 
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2657 生殖発生 Mínguez-Alarcón L, 
Gaskins AJ, Chiu YH, 
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Dietary folate intake and modification 
of the association of urinary bisphenol 
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fertilization outcomes among women 
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-112 

2662 生殖 (流早

産) 
Patel CJ, Yang T, Hu Z, 
Wen Q, Sung J, El-Sayed 
YY, Cohen H, Gould J, 
Stevenson DK, Shaw GM, 
Ling XB, Butte AJ 
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72 

2670 生殖 (妊娠

糖尿病) 
Robledo C, Peck JD, 
Stoner JA, Carabin H, 
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2686 生殖発生 Vélez MP, Arbuckle TE, 
Fraser WD. 

Female exposure to phenols and 
phthalates and time to pregnancy: the 
Maternal-Infant Research on 
Environmental Chemicals (MIREC) 
Study 

2015 Fertility and 
Sterility.2015;103(4):10
11-U210 

2693 生殖発生

（妊娠） 
Ye Y, Zhou Q, Feng L, Wu 
J, Xiong Y, Li X.  
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and risk of pre-eclampsia: a nested 
case-control study 
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-1107 

2699 生殖発生 Arbuckle TE, Agarwal A, 
MacPherson SH, Fraser 
WD, Sathyanarayana S, 
Ramsay T, Dodds L, 
Muckle G, Fisher M, 
Foster W, Walker M, 
Monnier P.  

Prenatal exposure to phthalates and 
phenols and infant endocrine-
sensitive outcomes: The MIREC 
study 
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International.2018;120:
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2701 生殖発生 Bae J, Kim S, Kannan K, 
Buck Louis GM. 

Couples' urinary bisphenol A and 
phthalate metabolite concentrations 
and the secondary sex ratio 
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457 

2703 生殖発生 
(妊娠糖尿

病) 

Bellavia A, Cantonwine 
DE, Meeker JD, Hauser R, 
Seely EW, McElrath TF, 
James-Todd T. 

Pregnancy urinary bisphenol-A 
concentrations and glucose levels 
across BMI categories 
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2705 生殖発生 Berger K, Eskenazi B, 
Kogut K, Parra K, Lustig 
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Holland N, Calafat AM, Ye 
X, Harley KG. 

Association of Prenatal Urinary 
Concentrations of Phthalates and 
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2018 Environ Health 
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2707 生殖発生 
(メタアナ

リシス) 
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Burdorf A, Costet N, 
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González-Galarzo MC; 
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Hanke W, Jaddoe V, 
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Associations of prenatal 
environmental phenol and phthalate 
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allergic diseases among children aged 
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2714 生殖発生

（妊娠） 
Cantonwine DE, Meeker 
JD, Ferguson KK, 
Mukherjee B, Hauser R, 
McElrath TF. 

Urinary Concentrations of Bisphenol 
A and Phthalate Metabolites 
Measured during Pregnancy and Risk 
of Preeclampsia 

2016 Environmental Health 
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2717 生殖発生 Casas M, Valvi D, 
Ballesteros-Gomez A, 
Gascon M, Fernández MF, 
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C, Martínez D, Murcia M, 
Monfort N, Luque N, 
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Phthalates during Pregnancy and 
Ultrasound Measures of Fetal Growth 
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2719 生殖発生 Chin HB, Jukic AM, 
Wilcox AJ, Weinberg CR, 
Ferguson KK, Calafat AM, 
McConnaughey DR, Baird 
DD. 

Association of urinary concentrations 
of phthalate metabolites and 
bisphenol A with early pregnancy 
endpoints 

2018 Environ 
Res.2018;168:254-260 

2720 生殖発生 
(妊娠糖尿

病) 

Chiu YH, Mínguez-
Alarcón L, Ford JB, Keller 
M, Seely EW, Messerlian 
C, Petrozza J, Williams PL, 
Ye X, Calafat AM, Hauser 
R, James-Todd T 

Trimester-Specific Urinary Bisphenol 
A Concentrations and Blood Glucose 
Levels Among Pregnant Women From 
a Fertility Clinic 
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2724 生殖発生 Dodge LE, Williams PL, 
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Paternal Urinary Concentrations of 
Parabens and Other Phenols in 
Relation to Reproductive Outcomes 
among Couples from a Fertility Clinic 
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2727 生殖発生 Ferguson KK, Peterson 
KE, Lee JM, Mercado-
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MM, Meeker JD. 

Prenatal and peripubertal phthalates 
and bisphenol A in relation to sex 
hormones and puberty in boys 
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Toxicology.2014;47:70-
76 

2728 生殖 (妊娠

糖尿病) 
Fisher BG, Frederiksen H, 
Andersson AM, Juul A, 
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2731 生殖発生 Giesbrecht GF, Ejaredar M, 
Liu J, Thomas J, 
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Prenatal bisphenol a exposure and 
dysregulation of infant hypothalamic-
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2017 Environmental 
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2735 生殖発生 Goodrich JM, Dolinoy DC, 
Sánchez BN, Zhang Z, 
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Shao YS, Tsai MS, Hou 
JW, Lu CA, Chen ML.  
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Urinary Concentrations of Phthalate 
Metabolites and Bisphenol A and 
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2756 生殖 (流早

産) 
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vom Saal FS, Fujimoto 
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Conjugated bisphenol A in maternal 
serum in relation to miscarriage risk 
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Sterility.2014;102(1):12
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2757 生殖発生 Lee HA, Kim YJ, Lee H, 
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H.  
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2013 International Journal of 
Environmental Research 
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2761 生殖発生 Lee YM, Hong YC, Ha M, 
Kim Y, Park H, Kim HS, 
Ha EH.  

Prenatal Bisphenol-A exposure affects 
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glutathione transferase 
polymorphisms, and neonatal 
exposure affects child volume growth 
by sex: From multiregional 
prospective birth cohort MOCEH 
study 

2018 Sci Total 
Environ.2018;612:1433-
1441 

2762 生殖発生 Lester F, Arbuckle TE, 
Peng Y, McIsaac MA.  

Impact of exposure to phenols during 
early pregnancy on birth weight in 
two Canadian cohort studies subject 
to measurement errors 
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International.2018;120:
231-237 

2765 免疫 Liao SL, Tsai MH, Lai SH, 
Yao TC, Hua MC, Yeh 
KW, Chiang CH, Huang 
SY, Huang JL.  

Prenatal exposure to bisphenol-A is 
associated with Toll-like receptor-
induced cytokine suppression in 
neonates 
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Research.2016;79(3):43
8-444 

2769 生殖発生 Buck Louis GM, Smarr 
MM, Sun L, Chen Z, 
Honda M, Wang W, 
Karthikraj R, Weck J, 
Kannan K.  

Endocrine disrupting chemicals in 
seminal plasma and couple fecundity 

2018 Environmental 
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70 

2770 生殖発生 Buck Louis GM, Sundaram 
R, Sweeney AM, 

Urinary bisphenol A, phthalates, and 
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2014 Fertility and 
Sterility.2014;101(5):13
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Schisterman EF, Maisog J, 
Kannan K.  

Investigation of Fertility and the 
Environment (LIFE) Study 

2775 生殖発生 Mínguez-Alarcón L, 
Gaskins AJ, Chiu YH, 
Williams PL, Ehrlich S, 
Chavarro JE, Petrozza JC, 
Ford JB, Calafat AM, 
Hauser R 

Urinary bisphenol A concentrations 
and association with in vitro 
fertilization outcomes among women 
from a fertility clinic 

2015 Human 
Reproduction.2015;30(9
):2120-2128 

2778 生殖発生 Mustieles V, Williams PL, 
Fernandez MF, Mínguez-
Alarcón L, Ford JB, 
Calafat AM, Hauser R, 
Messerlian C 

Maternal and paternal preconception 
exposure to bisphenols and size at 
birth 

2018 Hum Reprod.2018;: 

2784 生殖発生 Philippat C, Botton J, 
Calafat AM, Ye X, Charles 
MA, Slama R 

Prenatal Exposure to Phenols and 
Growth in Boys 

2014 Epidemiology.2014;25(
5):625-635 

2786 生殖発生 Philips EM, Kahn LG, 
Jaddoe VWV, Shao Y, 
Asimakopoulos AG, 
Kannan K, Steegers EAP, 
Trasande L. 

First Trimester Urinary Bisphenol and 
Phthalate Concentrations and Time to 
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Cohort Analysis 
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Endocrinology and 
Metabolism.2018;103(9
):3540-3547 

2787 生殖発生 Pinney SE, Mesaros CA, 
Snyder NW, Busch CM, 
Xiao R, Aijaz S, Ijaz N, 
Blair IA, Manson JM.  

Second trimester amniotic fluid 
bisphenol A concentration is 
associated with decreased birth 
weight in term infants 

2017 Reproductive 
Toxicology.2017;67:434
74 

2788 生殖発生 Pollack AZ, Mumford SL, 
Krall JR, Carmichael AE, 
Sjaarda LA, Perkins NJ, 
Kannan K, Schisterman 
EF. 

Exposure to bisphenol A, 
chlorophenols, benzophenones, and 
parabens in relation to reproductive 
hormones in healthy women: A 
chemical mixture approach 

2018 Environment 
International.2018;120:
137-144 

2792 生殖発生 
(妊娠糖尿

病) 

Shapiro GD, Dodds L, 
Arbuckle TE, Ashley-
Martin J, Fraser W, Fisher 
M, Taback S, Keely E, 
Bouchard MF, Monnier P, 
Dallaire R, Morisset A, 
Ettinger AS. 

Exposure to phthalates, bisphenol A 
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association with impaired glucose 
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International.2015;83:6
3-71 

2794 生殖発生 Smarr MM, Grantz KL, 
Sundaram R, Maisog JM, 
Kannan K, Louis GM.  

Parental urinary biomarkers of 
preconception exposure to bisphenol 
A and phthalates in relation to birth 
outcomes 

2015 Environmental 
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2795 卵巣 Souter I, Smith KW, 
Dimitriadis I, Ehrlich S, 
Williams PL, Calafat AM, 
Hauser R. 

The association of bisphenol-A 
urinary concentrations with antral 
follicle counts and other measures of 
ovarian reserve in women undergoing 
infertility treatments 

2013 Reproductive 
Toxicology.2013;42:224
-231 

2796 呼吸器系 Spanier AJ, Kahn RS, 
Kunselman AR, Schaefer 
EW, Hornung R, Xu Y, 
Calafat AM, Lanphear BP. 

Bisphenol A Exposure and the 
Development of Wheeze and Lung 
Function in Children Through Age 5 
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2014 Jama 
Pediatrics.2014;168(12)
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2798 生殖発生 Sun X, Li D, Liang H, 
Miao M, Song X, Wang Z, 
Zhou Z, Yuan W.  

Maternal exposure to bisphenol A and 
anogenital distance throughout 
infancy: A longitudinal study from 
Shanghai, China 

2018 Environment 
International.2018;121:
269-275 

2805 生殖発生 Veiga-Lopez A, Kannan K, 
Liao C, Ye W, Domino SE, 
Padmanabhan V.  

Gender-Specific Effects on 
Gestational Length and Birth Weight 
by Early Pregnancy BPA Exposure 

2015 Journal of Clinical 
Endocrinology & 
Metabolism.2015;100(1
1):E1394-E1403 

2806 呼吸器系 Vernet C, Pin I, Giorgis-
Allemand L, Philippat C, 
Benmerad M, Quentin J, 
Calafat AM, Ye X, Annesi-
Maesano I, Siroux V, 
Slama R 

In Utero Exposure to Select Phenols 
and Phthalates and Respiratory Health 
in Five-Year-Old Boys: A Prospective 
Study 

2017 Environmental Health 
Perspectives.2017;125(9
):10 

2808 生殖発生 Wang B, Zhou W, Zhu W, 
Chen L, Wang W, Tian Y, 
Shen L, Zhang J 

Associations of female exposure to 
bisphenol A with fecundability: 
Evidence from a preconception cohort 
study 

2018 Environment 
International.2018;117:1
39-145 

2810 免疫 Wang IJ, Chen CY, 
Bornehag CG.  

Bisphenol A exposure may increase 
the risk of development of atopic 
disorders in children 

2016 International Journal of 
Hygiene and 
Environmental 
Health.2016;219(3):311
-316 

2811 生殖発生 Wang Z, Liang H, Tu X, 
Yuan W, Zhou Z, Jin L, 
Miao M, Li DK. 

Bisphenol A and pubertal height 
growth in school-aged children 

2018 Journal of Exposure 
Science and 
Environmental 
Epidemiology.2018;: 

2815 生殖発生 Watkins DJ, Sánchez BN, 
Téllez-Rojo MM, Lee JM, 
Mercado-García A, Blank-
Goldenberg C, Peterson 
KE, Meeker JD.  

Phthalate and bisphenol A exposure 
during in utero windows of 
susceptibility in relation to 
reproductive hormones and pubertal 
development in girls 

2017 Environmental 
Research.2017;159:143-
151 

2816 生殖発生 Watkins DJ, Sánchez BN, 
Téllez-Rojo MM, Lee JM, 
Mercado-García A, Blank-
Goldenberg C, Peterson 
KE, Meeker JD. 

Impact of phthalate and BPA exposure 
during in utero windows of 
susceptibility on reproductive 
hormones and sexual maturation in 
peripubertal males 

2017 Environmental 
Health.2017;16:10 

2817 生殖発生 Watkins DJ, Téllez-Rojo 
MM, Ferguson KK, Lee 
JM, Solano-Gonzalez M, 
Blank-Goldenberg C, 
Peterson KE, Meeker JD.  

In utero and peripubertal exposure to 
phthalates and BPA in relation to 
female sexual maturation 

2014 Environmental 
Research.2014;134:233-
241 

2818 生殖発生 Wolff MS, Pajak A, Pinney 
SM, Windham GC, Galvez 
M, Rybak M, Silva MJ, Ye 
X, Calafat AM, Kushi LH, 
Biro FM, Teitelbaum SL 

Associations of urinary phthalate and 
phenol biomarkers with menarche in a 
multiethnic cohort of young girls 

2017 Reproductive 
Toxicology.2017;67:56-
64 

2819 生殖発生 Wolff MS, Teitelbaum SL, 
McGovern K, Pinney SM, 
Windham GC, Galvez M, 

Environmental phenols and pubertal 
development in girls 
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International.2015;84:1
74-180 
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Pajak A, Rybak M, Calafat 
AM, Kushi LH, Biro FM 

2820 生殖発生 Woods MM, Lanphear BP, 
Braun JM, McCandless 
LC. 

Gestational exposure to endocrine 
disrupting chemicals in relation to 
infant birth weight: a Bayesian 
analysis of the HOME Study 

2017 Environmental 
Health.2017;16:12 

2822 生殖発生 Yang TC, Peterson KE, 
Meeker JD, Sánchez BN, 
Zhang Z, Cantoral A, 
Solano M, Tellez-Rojo 
MM.  

Exposure to Bisphenol A and 
phthalates metabolites in the third 
trimester of pregnancy and BMI 
trajectories 

2018 Pediatric 
Obesity.2018;13(9):550-
557 

2826 免疫 Zhou A, Chang H, Huo W, 
Zhang B, Hu J, Xia W, 
Chen Z, Xiong C, Zhang Y, 
Wang Y, Xu S, Li Y. 

Prenatal exposure to bisphenol A and 
risk of allergic diseases in early life 

2017 Pediatric 
Research.2017;81(6):85
1-856 

2839 免疫 Ashley-Martin J, Dodds L, 
Levy AR, Platt RW, 
Marshall JS, Arbuckle TE.  

Prenatal exposure to phthalates, 
bisphenol A and perfluoroalkyl 
substances and cord blood levels of 
IgE, TSLP and IL-33 

2015 Environmental 
Research.2015;140:360-
368 

2843 生殖発生 Barrett ES, Sathyanarayana 
S, Mbowe O, Thurston 
SW, Redmon JB, Nguyen 
RHN, Swan SH.  

First-Trimester Urinary Bisphenol A 
Concentration in Relation to 
Anogenital Distance, an Androgen-
Sensitive Measure of Reproductive 
Development, in Infant Girls 

2017 Environmental Health 
Perspectives.2017;125(7
):8 

2938 生殖発生 Philippat C, Heude B, 
Botton J, Alfaidy N, 
Calafat AM, Slama R 

Prenatal Exposure to Select Phthalates 
and Phenols and Associations with 
Fetal and Placental Weight among 
Male Births in the EDEN Cohort 
(France) 

2019 Environmental health 
perspectives.2019;127(1
):17002 

2948 生殖発生 
(メタアナ

リシス) 

Hu CY, Li FL, Hua XG, 
Jiang W, Mao C, Zhang 
XJ. 

The association between prenatal 
bisphenol A exposure and birth 
weight: a meta-analysis 

2018 Reprod 
Toxicol.2018;79:21-31. 

2960 生殖 (妊娠

糖尿病) 
Zhang W, Xia W, Liu W, Li 
X, Hu J, Zhang B, Xu S, 
Zhou Y, Li J, Cai Z, Li Y. 

Exposure to Bisphenol a Substitutes 
and Gestational Diabetes Mellitus: A 
Prospective Cohort Study in China 

2019 Front Endocrinol 
(Lausanne).2019;10:262
. 

2967 生殖発生 Kim HK, Ko DH, Lee W, 
Kim KR, Chun S, Song J, 
Min WK. 

Body fluid concentrations of 
bisphenol A and their association with 
in vitro fertilization outcomes 

2019 Hum Fertil 
(Camb).2019 

2972 生殖発生 Huang S, Li J, Xu S, Zhao 
H, Li Y, Zhou Y, Fang J, 
Liao J, Cai Z, Xia W. 

Bisphenol A and bisphenol S 
exposures during pregnancy and 
gestational age - A longitudinal study 
in China 

2019 Chemosphere.2019;237:
124426. 

3037 卵巣 Lin M., Hua R., Ma J., 
Zhou Y., Li P., Xu X., Yu 
Z., and Quan S 

Bisphenol A promotes autophagy in 
ovarian granulosa cells by inducing 
AMPK/mTOR/ULK1 signalling 
pathway 

2021 Environment 
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0815 生殖ホルモ

ン 
Q. Zhao, J. Pan, Y. Bao, 
X. Wang and W. Shi 

Prenatal exposure to bisphenol A 
causes reproductive damage in F1 
male rabbits due to inflammation and 
oxidative stress 

2025 Ecotoxicol Environ Saf 
Vol.290 Pages 117735 

0818 精原細胞 L. Zhao, M. Shi, S. 
Winuthayanon, J. A. 
MacLean Ii, N. C. Law 
and K. Hayashi 

Environmentally-relevant doses of 
bisphenol A and S exposure in utero 
disrupt germ cell programming across 
generations resolved by single 
nucleus multi-omics 

2025 Environ Health Perspect 

0819 神経 Z. Zhang, H. Wang, X. 
Lei, M. Mehdi Ommati, 
Z. Tang and J. Yuan 

Bisphenol a exposure decreases 
learning ability through the 
suppression of mitochondrial 
oxidative phosphorylation in the 
hippocampus of male mice 

2022 Food Chem Toxicol 
Vol.165 Pages 113167 

0829 神経 L. Zhang, X. Li, Y. Zhao, 
P. Wang, M. Shi, X. Li, X. 
Pei, Z. Duan, M. Ma and 
H. Yu 

Bisphenol A in utero induced 
glutamate and D-serine metabolic 
dysregulation in the hippocampus of 
rats and primary cultured astrocytes 

2025 Ecotoxicol Environ Saf 
Vol.302 Pages 118651 

0838 神経 H. Yu, L. Ma, D. Liu, Y. 
Wang, X. Pei, Z. Duan, 
M. Ma and Y. Zhang 

Involvement of NMDAR/PSD-
95/nNOS-NO-cGMP pathway in 
embryonic exposure to BPA induced 
learning and memory dysfunction of 
rats 

2020 Environ Pollut Vol.266 
Issue Pt 1 Pages 115055 

0847 代謝 Q. Yang, Y. Mao, J. Wang, 
H. Yu, X. Zhang, X. Pei, 
Z. Duan, C. Xiao and M. 
Ma 

Gestational bisphenol A exposure 
impairs hepatic lipid metabolism by 
altering mTOR/CRTC2/SREBP1 in 
male rat offspring 

2022 Hum Exp Toxicol 
Vol.41 Pages 
9603271221129852 

0851 内分泌/精
子/精巣 

S. K. Yadav, A. Kumar, B. 
G. Yadav, V. Bijalwan, S. 
Yadav, G. P. Patil, K. 
Sarkar, R. Palkhade, S. 
Das and D. P. Singh 

Sub-acute bisphenol A exposure 
induces proteomic alterations and 
impairs male reproductive health in 
mice 

2024 J Biochem Mol Toxicol 
Vol.38 Issue 10 Pages 
e23862 

0873 神経 Y. Wang, Y. Guo, J. Ren, 
Q. Liu and C. Wang 

Prenatal exposure to low-dose 
bisphenol A disrupts hippocampal 
DNA methylation and demethylation 
in male rat offspring 

2024 Toxicol Ind Health 
Vol.40 Issue 7 Pages 
376-386 

0887 消化器 K. Wang, J. Tang, D. 
Shen, Y. Li, K. Nagaoka 
and C. Li 

Bisphenol A Exposure Induces Small 
Intestine Damage Through Oxidative 
Stress, Inflammation, and Microbiota 
Alteration in Rats 

2025 Toxics Vol.13 Issue 5 

0889 内分泌/前
立腺 

K. Wang, D. Huang, P. 
Zhou, X. Su, R. Yang, C. 
Shao and J. Wu 

Bisphenol A exposure triggers the 
malignant transformation of prostatic 
hyperplasia in beagle dogs via cfa-
miR-204/KRAS axis 

2022 Ecotoxicol Environ Saf 
Vol.235 Pages 113430 

0892 性ホルモン J. Wang, S. Jin, W. Fu, Y. 
Liang, Y. Yang and X. Xu 

Pubertal exposure to bisphenol-A 
affects social recognition and arginine 
vasopressin in the brain of male mice 

2021 Ecotoxicol Environ Saf 
Vol.226 Pages 112843 
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0893 発達神経毒

性 
H. Wang, X. Lei, Z. 
Zhang, M. M. Ommati, Z. 
Tang and J. Yuan 

Chronic exposure of bisphenol-A 
impairs cognitive function and 
disrupts hippocampal insulin 
signaling pathway in male mice 

2022 Toxicology Vol.472 
Pages 153192 

0896 神経 C. Wang, Y. Shu, L. Xu, 
Q. Liu, B. Zhang and H. 
Zhang 

Maternal exposure to low doses of 
bisphenol A affects learning and 
memory in male rat offspring with 
abnormal N-methyl-d-aspartate 
receptors in the hippocampus 

2021 Toxicol Ind Health 
Vol.37 Issue 6 Pages 
303-313 

0911 神経 C. Tonini, M. Segatto, S. 
Gagliardi, S. Bertoli, A. 
Leone, L. Barberio, M. 
Mandalà and V. Pallottini 

Maternal Dietary Exposure to Low-
Dose Bisphenol A Affects Metabolic 
and Signaling Pathways in the Brain 
of Rat Fetuses 

2020 Nutrients Vol.12 Issue 5 

0926 内分泌 R. Tassinari, L. Narciso, 
S. Tait, L. Busani, A. 
Martinelli, A. Di Virgilio, 
F. Carli, A. Deodati, C. La 
Rocca and F. Maranghi 

Juvenile Toxicity Rodent Model to 
Study Toxicological Effects of 
Bisphenol A (BPA) at Dose Levels 
Derived From Italian Children 
Biomonitoring Study 

2020 Toxicol Sci Vol.173 
Issue 2 Pages 387-401 

0992 神経 J. Ren, W. Bai, Y. Guo, Q. 
Liu, Y. Wang and C. Wang 

Maternal Bisphenol A Exposure 
Induces Hippocampal-Dependent 
Learning and Memory Deficits 
Through the PI3K/Akt/mTOR 
Pathway in Male Offspring Rats 

2025 J Biochem Mol Toxicol 
Vol.39 Issue 1 Pages 
e70100 

0999 神経 G. L. Raja, C. Lite, K. D. 
Subhashree, W. Santosh 
and S. Barathi 

Prenatal bisphenol-A exposure altered 
exploratory and anxiety-like 
behaviour and induced non-
monotonic, sex-specific changes in 
the cortical expression of CYP19A1, 
BDNF and intracellular signaling 
proteins in F1 rats 

2020 Food Chem Toxicol 
Vol.142 Pages 111442 

1014 次世代影

響; 子宮内

ばく露によ

る雌仔動物

の乳腺発達

への影響 

J. M. Poska, C. 
Wormsbaecher, B. M. 
Cumbia, M. R. Price, M. 
Cortes-Medina, J. Holter, 
S. Agarwal, X. M. Mo, J. 
W. Song and C. J. Burd 

In utero exposure to estrogenic 
bisphenol analogues increases 
mammary tissue stiffness 

2025 Reprod Toxicol Vol.136 
Pages 108974 

1052 神経 Y. Ni, L. Hu, S. Yang, L. 
Ni, L. Ma, Y. Zhao, A. 
Zheng, Y. Jin and Z. Fu 

Bisphenol A impairs cognitive 
function and 5-HT metabolism in 
adult male mice by modulating the 
microbiota-gut-brain axis 

2021 Chemosphere Vol.282 
Pages 130952 

1079 一般毒性,
多臓器 

A. M. Molina-López, F. 
Bujalance-Reyes, M. T. 
Urbano, A. Lora-Benítez, 
N. Ayala-Soldado and R. 
Moyano-Salvago 

Analysis of Blood Biochemistry and 
Pituitary-Gonadal Histology after 
Chronic Exposure to Bisphenol-A of 
Mice 

2022 Int J Environ Res Public 
Health Vol.19 Issue 21 

1098 内分泌/精
子/精巣 

Y. Mao, D. Li, Q. Yang, 
X. Pei, Z. Duan and M. 
Ma 

Prenatal BPA exposure disrupts male 
reproductive functions by interfering 
with DNA methylation and GDNF 
expression in the testes of male 
offspring rats 

2023 Environ Sci Pollut Res 
Int Vol.30 Issue 18 
Pages 53741-53753 
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1126 卵巣 X. Ma, Y. Wang, W. Li, K. 
Wang and S. Zhang 

Bisphenol A Disrupts Ribosome 
Function during Ovarian 
Development of Mice 

2024 Toxics Vol.12 Issue 9 

1129 神経 M. Luo, L. Li, M. Ding, Y. 
Niu, X. Xu, X. Shi, N. 
Shan, Z. Qiu, F. Piao and 
C. Zhang 

Long-term potentiation and 
depression regulatory microRNAs 
were highlighted in Bisphenol A 
induced learning and memory 
impairment by microRNA sequencing 
and bioinformatics analysis 

2023 PLoS One Vol.18 Issue 
1 Pages e0279029 

1137 代謝 Z. Long, J. Fan, G. Wu, X. 
Liu, H. Wu, J. Liu, Y. 
Chen, S. Su, X. Cheng, Z. 
Xu, H. Su, M. Cao, C. 
Zhang, C. Hai and X. 
Wang 

Gestational bisphenol A exposure 
induces fatty liver development in 
male offspring mice through the 
inhibition of HNF1b and upregulation 
of PPARγ 

2021 Cell Biol Toxicol Vol.37 
Issue 1 Pages 65-84 

1140 内分泌/精
子/精巣 

X. Liu, Z. Wang and F. 
Liu 

Chronic exposure of BPA impairs 
male germ cell proliferation and 
induces lower sperm quality in male 
mice 

2021 Chemosphere Vol.262 
Pages 127880 

1162 代謝 Q. Li, H. Zhang, J. Zou, 
H. Mai, D. Su, X. Feng 
and D. Feng 

Bisphenol A exposure induces 
cholesterol synthesis and hepatic 
steatosis in C57BL/6 mice by down-
regulating the DNA methylation 
levels of SREBP-2 

2019 Food Chem Toxicol 
Vol.133 Pages 110786 

1176 神経 X. Lei, Z. Hao, H. Wang, 
Z. Tang, Z. Zhang and J. 
Yuan 

Identification of core genes, critical 
signaling pathways, and potential 
drugs for countering BPA-induced 
hippocampal neurotoxicity in male 
mice 

2023 Food Chem Toxicol 
Vol.182 Pages 114195 

1238 代謝 H. Ji, N. Song, J. Ren, W. 
Li, B. Xu, H. Li and G. 
Shen 

Metabonomics reveals bisphenol A 
affects fatty acid and glucose 
metabolism through activation of 
LXR in the liver of male mice 

2020 Sci Total Environ 
Vol.703 Pages 134681 

1243 精巣 R. Ivell, A. M. Vinggaard, 
H. Soyama and R. Anand-
Ivell 

Influence on the adult male Leydig 
cell biomarker insulin-like peptide 3 
of maternal exposure to estrogenic 
and anti-androgenic endocrine 
disrupting compound mixtures: A 
retrospective study 

2022 Andrologia Vol.54 Issue 
11 Pages e14566 

1255 代謝 Z. Huang, R. Niu, Q. Xu, 
R. Zhang, W. Hu, Y. Qin, 
X. Wang, Q. Xu, Y. Xia, 
Y. Fan and C. Lu 

Impact of Maternal BPA Exposure 
during Pregnancy on Obesity in Male 
Offspring: A Mechanistic Mouse 
Study of Adipose-Derived Exosomal 
miRNA 

2025 Environ Health Perspect 
Vol.133 Issue 1 Pages 
17011 

1266 甲状腺機能

障害 
C. Hu, Y. Xu, M. Wang, S. 
Cui, H. Zhang and L. Lu 

Bisphenol analogues induce thyroid 
dysfunction via the disruption of the 
thyroid hormone synthesis pathway 

2023 Sci Total Environ 
Vol.900 Pages 165711 

1287 代謝 M. E. U. Haq, M. S. H. 
Akash, K. Rehman and M. 
H. Mahmood 

Chronic exposure of bisphenol A 
impairs carbohydrate and lipid 
metabolism by altering corresponding 
enzymatic and metabolic pathways 

2020 Environ Toxicol 
Pharmacol Vol.78 Pages 
103387 



 

添付資料-2 

 

統合 No. 分野 著者 タイトル 発行年 書誌情報 

1288 神経 Z. Hao, X. Guo, L. Li, X. 
Lei, Z. Tang, M. Zhai and 
J. Yuan 

Identification of core genes and 
molecular prediction of drug targets 
for countering BPA-induced olfactory 
bulb neurotoxicity in male mice 

2024 Food Chem Toxicol 
Vol.194 Pages 115098 

1295 神経 Y. Guo, Y. Kang, W. Bai, 
Q. Liu, R. Zhang, Y. Wang 
and C. Wang 

Perinatal exposure to bisphenol A 
impairs cognitive function via the 
gamma-aminobutyric acid signaling 
pathway in male rat offspring 

2024 Environ Toxicol Vol.39 
Issue 3 Pages 1235-
1244 

1419 生殖発生毒

性 
L. Benincasa, M. 
Mandalà, L. Paulesu, L. 
Barberio and F. Ietta 

Prenatal Nutrition Containing 
Bisphenol A Affects Placenta Glucose 
Transfer: Evidence in Rats and 
Human Trophoblast 

2020 Nutrients Vol.12 Issue 5 

1443 代謝 B. Attema, O. Kummu, S. 
Pitkänen, J. Weisell, T. 
Vuorio, E. Pennanen, M. 
Vorimo, J. Rysä, S. 
Kersten, A. L. Levonen 
and J. Hakkola 

Metabolic effects of nuclear receptor 
activation in vivo after 28-day oral 
exposure to three endocrine-
disrupting chemicals 

2024 Arch Toxicol Vol.98 
Issue 3 Pages 911-928 

2417 発達神経毒

性 
Kundakovic M, Gudsnuk 
K, Franks B, Madrid J, 
Miller RL, Perera FP, 
Champagne FA. 

Sex-specific epigenetic disruption and 
behavioral changes following low-
dose in utero bisphenol A exposure 

2013 Proceedings of the 
National Academy of 
Sciences of the United 
States of 
America.2013;110(24):9
956-9961 

2419 免疫 Bauer SM, Roy A, Emo J, 
Chapman TJ, Georas SN, 
Lawrence BP.  

The effects of maternal exposure to 
bisphenol A on allergic lung 
inflammation into adulthood 

2012 Toxicol Sci.2012;130: 
82-93 

2423 内分泌/精
子/雄性生

殖器 

Howdeshell KL, Furr J, 
Lambright CR, Wilson 
VS, Ryan BC, Gray LE Jr. 

Gestational and lactational exposure 
to ethinyl estradiol, but not bisphenol 
A, decreases androgen-dependent 
reproductive organ weights and 
epididymal sperm abundance in the 
male long evans hooded rat 

2008 Toxicol. 
Sci..2008;102:371-382 

2425 発達神経毒

性 
Jones BA, Shimell JJ, 
Watson NV. 

Pre- and postnatal bisphenol A 
treatment results in persistent deficits 
in the sexual behavior of male rats, 
but not female rats, in adulthood 

2011 Hormones and Behavior 
59(2), 246-251. 

2426 発達神経 Jones BA and Watson NV Perinatal BPA exposure 
demasculinizes males in measures of 
affect but has no effect on water maze 
learning in adulthood 

2012 Hormones and 
Behavior, 61, 605-610 

2427 神経 Kim ME, Park HR, Gong 
EJ, Choi SY, Kim HS, Lee 
J. 

Exposure to bisphenol A appears to 
impair hippocampal neurogenesis and 
spatial learning and memory 

2011 Food and chemical 
toxicology, 49, 3383-
3389 

2428 生殖発生毒

性/精子 
Kobayashi K, Ohtani K, 
Kubota H, Miyagawa M. 

Dietary exposure to low doses of 
bisphenol A: effects on reproduction 
and development in two generations 
of C57BL/6J mice 

2010 Congenital Anomalities, 
Congenital Anomalies 
(2010), 50(3), 159-170 

2429 生殖発生毒

性 
Kobayashi K, Kubota H, 
Ohtani K, Hojo R, 
Miyagawa M. 

Lack of effects for dietary exposure of 
bisphenol A during in utero and 
lactational periods on reproductive 
development in rat offspring 

2012 J.Toxicol.Sci. 37(3), 
565-573. 
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2430 代謝 Marmugi A, Ducheix S, 
Lasserre F, Polizzi A, 
Paris A, Priymenko N, 
Bertrand-Michel J, Pineau 
T, Guillou H, Martin PG, 
Mselli-Lakhal L.  

Low doses of bisphenol A induce 
gene expression related to lipid 
synthesis and trigger triglyceride 
accumulation in adult mouse liver 

2012 Hepatology. 55(2), 395- 
407. 

2431 神経 Martini M, Miceli D, 
Gotti S, Viglietti-Panzica 
C, Fissore E, Palanza P, 
Panzica G.  

Effects of perinatal administration of 
Bisphenol A on the neuronal nitric 
oxide synthase expressing system in 
the hypothalamus and limbic system 
of CD1 mice 

2010 Journal of 
Neuroendocrinology 
22(9), 1004- 1012 

2432 生殖発生毒

性 
Ryan BC, Hotchkiss AK, 
Crofton KM, Gray LE Jr.  

In utero and lactational exposure to 
bisphenol A, in contrast to ethinyl 
estradiol, does not alter sexually 
dimorphic behavior, puberty, fertility, 
and anatomy of female LE rats 

2010 Toxicological Sciences 
114, 133-148 

2437 内分泌/前
立腺 

Wu JH, Jiang XR, Liu 
GM, Liu XY, He GL, Sun 
ZY.  

Oral exposure to low-dose bisphenol 
A aggravates testosterone-induced 
benign hyperplasia prostate in rats 

2011 Toxicol Ind Health. 27, 
810-819. 

2439 卵巣 Zhang HQ, Zhang XF, 
Zhang LJ, Chao HH, Pan 
B, Feng YM, Li L, Sun 
XF, Shen W. 

Fetal exposure to bisphenol A affects 
the primordial follicle formation by 
inhibiting the meiotic progression of 
oocytes 

2012 Molecular Biology 
Reports, 39, 5651-5657 

2441 精子/雄性

生殖器 
Dobrzynska MM and 
Radzikowska J 

Genotoxicity and reproductive 
toxicity of bisphenol A and X-
ray/bisphenol A combination in male 
mice 

2013 Drug and Chemical 
Toxicology, 36, 19-26. 

2444 発達神経 Stump DG, Beck MJ, 
Radovsky A, Garman RH, 
Freshwater LL, Sheets LP, 
Marty MS, Waechter JM 
Jr, Dimond SS, Van Miller 
JP, Shiotsuka RN, Beyer 
D, Chappelle AH, Hentges 
SG. 

Developmental neurotoxicity study of 
dietary bisphenol A in Sprague-
Dawley rats 

2010 Toxicological Sciences 
115, 167-182. 

2446 発生毒性 Christiansen S, Axelstad 
M, Boberg J, Vinggaard 
AM, Pedersen GA, Hass 
U.  

Low-dose effects of bisphenol A on 
early sexual development in male and 
female rats 

2014 Reproduction.2014;147(
4):477-487 

2451 発達神経 Arambula SE, Belcher 
SM, Planchart A, Turner 
SD, Patisaul HB. 

Impact of Low Dose Oral Exposure to 
Bisphenol A (BPA) on the Neonatal 
Rat Hypothalamic and Hippocampal 
Transcriptome: A CLARITY-BPA 
Consortium Study 

2016 Endocrinology.2016;157
(10):3856-3872 

2452 発達神経 Arambula SE, Fuchs J, 
Cao J, Patisaul HB. 

Effects of perinatal bisphenol A 
exposure on the volume of sexually-
dimorphic nuclei of juvenile rats: A 
CLARITY-BPA consortium study 

2017 Neurotoxicology.2017;6
3:33-42 

2454 心血管 Belcher SM, Gear RB, 
Kendig EL.  

Bisphenol A Alters Autonomic Tone 
and Extracellular Matrix Structure 
and Induces Sex-Specific Effects on 

2015 Endocrinology.2015;156
(3):882-895 
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Cardiovascular Function in Male and 
Female CD-1 Mice 

2460 精巣 Dere E, Anderson LM, 
Huse SM, Spade DJ, 
McDonnell-Clark E, 
Madnick SJ, Hall SJ, 
Camacho L, Lewis SM, 
Vanlandingham MM, 
Boekelheide K. 

Effects of continuous bisphenol A 
exposure from early gestation on 90 
day old rat testes function and sperm 
molecular profiles: A CLARITY-BPA 
consortium study 

2018 Toxicology and Applied 
Pharmacology.2018;347
:43474 

2464 内分泌 Eckstrum KS, Edwards W, 
Banerjee A, Wang W, 
Flaws JA, 
Katzenellenbogen JA, 
Kim SH, Raetzman LT. 

Effects of Exposure to the Endocrine-
Disrupting Chemical Bisphenol A 
During Critical Windows of Murine 
Pituitary Development 

2018 Endocrinology.2018;159
(1):119-131 

2465 精巣 Fang Z, Liu X, Yang X, 
Song X, Chen X. 

Effects of Wnt/beta-catenin signaling 
on bisphenol A exposure in male 
mouse reproductive cells 

2015 Molecular Medicine 
Reports.2015;12(4):556
1-5567 

2468 免疫 Gear RB, Belcher SM. Impacts of Bisphenol A and Ethinyl 
Estradiol on Male and Female CD-1 
Mouse Spleen 

2017 Scientific 
Reports.2017;7:12 

2470 精子/精巣/
生殖毒性/
発達神経毒

性 

Hass U, Christiansen S, 
Boberg J, Rasmussen MG, 
Mandrup K, Axelstad M. 

Low-dose effect of developmental 
bisphenol A exposure on sperm count 
and behaviour in rats 

2016 Andrology.2016;4(4):59
4-607 

2472 心臓 Hu Y, Zhang L, Wu X, 
Hou L, Li Z, Ju J, Li Q, 
Qin W, Li J, Zhang Q, 
Zhou T, Zhang L, Xu C, 
Fang Z, Zhang Y. 

Bisphenol A, an environmental 
estrogen-like toxic chemical, induces 
cardiac fibrosis by activating the 
ERK1/2 pathway 

2016 Toxicology 
Letters.2016;250:43474 

2473 前立腺 Huang DY, Zheng CC, 
Pan Q, Wu SS, Su X, Li 
L, Wu JH, Sun ZY.  

Oral exposure of low-dose bisphenol 
A promotes proliferation of 
dorsolateral prostate and induces 
epithelial-mesenchymal transition in 
aged rats 

2018 Scientific 
Reports.2018;8: 

2477 神経 Jones BA, Wagner LS, 
Watson NV.  

The Effects of Bisphenol A Exposure 
at Different Developmental Time 
Points in an Androgen-Sensitive 
Neuromuscular System in Male Rats 

2016 Endocrinology.2016;157
(8):2972-2977 

2478 精子 Kalb AC, Kalb AL, 
Cardoso TF, Fernandes 
CG, Corcini CD, Varela 
Junior AS, Martínez PE.  

Maternal Transfer of Bisphenol A 
During Nursing Causes Sperm 
Impairment in Male Offspring 

2016 Archives of 
Environmental 
Contamination and 
Toxicology.2016;70(4):
793-801 

2480 精巣 Kazemi S, Feizi F, 
Aghapour F, Joorsaraee 
GA, Moghadamnia AA.  

Histopathology and 
histomorphometric investigation of 
bisphenol a and nonylphenol on the 
male rat reproductive system 

2016 North American Journal 
of Medical 
Sciences.2016;8(5):215-
221 

2488 メカニズム Lee HS, Kang Y, Tae K, 
Bae GU, Park JY, Cho 
YH, Yang M.  

Proteomic Biomarkers for Bisphenol 
A-Early Exposure and Women's 
Thyroid Cancer 

2018 Cancer Res 
Treat.2018;50(1):111-
117 
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2489 骨 Lejonklou MH, 
Christiansen S, Örberg J, 
Shen L, Larsson S, 
Boberg J, Hass U, Lind 
PM.  

Low-dose developmental exposure to 
bisphenol A alters the femoral bone 
geometry in wistar rats 

2016 Chemosphere.2016;164:
339-346 

2491 免疫 Li J, Bach A, Crawford 
RB, Phadnis-Moghe AS, 
Chen W, D'Ingillo S, 
Kovalova N, Suarez-
Martinez JE, Zhou J, 
Kaplan BLF, Kaminski 
NE.  

CLARITY-BPA: Effects of chronic 
Bisphenol A exposure on the immune 
system: Part 1 - Quantification of the 
relative number and proportion of 
leukocyte populations in the spleen 
and thymus 

2018 Toxicology.2018;396-
397:46-53 

2492 免疫 Li J, Bach A, Crawford 
RB, Phadnis-Moghe AS, 
Chen W, D'Ingillo S, 
Kovalova N, Suarez-
Martinez JE, Zhou J, 
Kaplan BLF, Kaminski 
NE.  

CLARITY-BPA: Effects of chronic 
bisphenol A exposure on the immune 
system: Part 2 - Characterization of 
lymphoproliferative and immune 
effector responses by splenic 
leukocytes 

2018 Toxicology.2018;396-
397:54-67 

2493 免疫 Li Q, Lawrence CR, 
Nowak RA, Flaws JA, 
Bagchi MK, Bagchi IC. 

Bisphenol A and phthalates modulate 
peritoneal macrophage function in 
female mice involving SYMD2-
H3K36 dimethylation 

2018 Endocrinology.2018;159
(5):2216-2228 

2494 精巣 Liu XL, Chen XY, Wang 
ZC, Shen T, Zhao H.  

Effects of exposure to bisphenol A 
during pregnancy and lactation on the 
testicular morphology and caspase-3 
protein expression of ICR pups 

2013 Biomedical 
Reports.2013;1(3):420-
424 

2499 代謝 Marmugi A, Lasserre F, 
Beuzelin D, Ducheix S, 
Huc L, Polizzi A, 
Chetivaux M, Pineau T, 
Martin P, Guillou H, 
Mselli-Lakhal L. 

Adverse effects of long-term exposure 
to bisphenol A during adulthood 
leading to hyperglycaemia and 
hypercholesterolemia in mice 

2014 Toxicology.2014;325:13
3-143 

2500 発達神経 Mathisen GH, Yazdani M, 
Rakkestad KE, Aden PK, 
Bodin J, Samuelsen M, 
Nygaard UC, Goverud IL, 
Gaarder M, Løberg EM, 
Bølling AK, Becher R, 
Paulsen RE. 

Prenatal exposure to bisphenol A 
interferes with the development of 
cerebellar granule neurons in mice 
and chicken 

2013 International Journal of 
Developmental 
Neuroscience.2013;31(8
):762-769 

2501 免疫 Menard S, Guzylack-
Piriou L, Leveque M, 
Braniste V, Lencina C, 
Naturel M, Moussa L, 
Sekkal S, Harkat C, 
Gaultier E, Theodorou V, 
Houdeau E.  

Food intolerance at adulthood after 
perinatal exposure to the endocrine 
disruptor bisphenol A 

2014 Faseb 
Journal.2014;28(11):489
3-4900 

2507 免疫 Özaydın T, Öznurlu Y, Sur 
E, Çelik İ, Uluışık D.  

The effects of bisphenol A on some 
plasma cytokine levels and 
distribution of CD8(+) and CD4(+) T 
lymphocytes in spleen, ileal Peyer's 
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